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プ
ロ
野
球
楽
天

の
投
手
マ
ー
君
が

８
月
末
に
開
幕
か

ら
1９
連
勝
。
負
け

な
し
の
快
進
撃
で

あ
る
。
た
っ
た
１

回
の
敗
戦
も
な
い
と
い
う
こ

と
は
素
晴
ら
し
い
▼
そ
の
少

し
前
、
大
リ
ー
グ
の
イ
チ
ロ

ー
選
手
が
日
米
通
算
４
千
本

安
打
を
放
っ
た
。
そ
の
イ
チ

ロ
ー
の
コ
メ
ン
ト
が
に
く

い
。「
４
千
の
ヒ
ッ
ト
と
い

う
こ
と
は
、
僕
の
打
率
か
ら

考
え
て
、
８
千
の
ア
ウ
ト
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
８
千

回
の
悔
し
い
思
い
の
結
果
で

す
」
▼
本
紙
も
１
９
５
１

年
の
発
刊
以
来
、
本
号
で

７
０
０
号
を
迎
え
た
。
長
け

れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
が
、
幾
多
の

苦
難
を
乗
り
越
え
て
60
年
余

り
。
誰
も
褒
め
て
く
れ
な
い

だ
ろ
う
か
ら
、
自
画
自
賛
し

ボラ☆チャレ2013　　　　　　　　　 　　……２面
〈特集１〉本紙創刊700号を迎えて　　　……３〜５面
　　　「本紙63年の軌跡」「700号に寄せて」　　

〈特集２〉高齢者福祉月間　　　　　　　　　……６面
〜認知症高齢者等への支援〜各種講演会や研修会

新たな地域コミュニティ支援事業　　　　　……７面
「はじめまして！こんにちは♪」　　　　　　……８面
　　　（特定非営利活動法人 大阪府高齢者大学校）

主な掲載記事
 

大
災
害
へ
の
即
応
力
強
化

　
　
　
　
︱
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
︱

９月１日
防災の日

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
姿
。
こ
の
バ

ス
の
醍
醐
味
は
、
単
な
る
高

速
バ
ス
で
は
あ
ま
り
見
る
こ

と
の
な
い
こ
の
よ
う
な
光
景

に
出
会
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　

片
道
十
数
時
間
、
決
し
て

広
い
と
は
言
え
な
い
車
内
に

は
、
押
し
つ
け
で
な
い
小
さ

く
も
確
か
な
「
お
も
い
や

り
」
が
あ
っ
た
。

　

帰
省
利
用
者
が
東
北
の
各

地
区
で
下
車
さ
れ
た
後
、
同

乗
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち

は
一
路
、
宮
城
県
～
岩
手
県

に
向
か
い
３
日
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
・
視
察
を
お
こ

 

「
里
帰
り
バ
ス
」お
盆
に
運
行

　
　

 

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

９
月
１
日
は
「
防
災
の

日
」
で
あ
る
。
ま
た
、
８
月

30
日
～
９
月
５
日
は
防
災
週

間
と
な
っ
て
い
る
。

　

９
月
５
日
に
は
、
大
阪
府

内
一
斉
に
「
大
阪
８
８
０
万

人
訓
練
」
を
実
施
。
午
前
11

時
に
、
大
阪
府
域
に
い
る
方

の
携
帯
電
話
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
＝
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｏ

Ｆ
Ｔ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
・
ａ
ｕ
＝
緊

急
速
報
メ
ー
ル
の
登
録
が
さ

れ
て
い
る
携
帯
電
話
）
に
訓

練
緊
急
速
報
が
…
…
。

　

こ
の
「
大
阪
８
８
０
万
人

訓
練
」
は
、
家
庭
で
準
備
し

て
い
る
非
常
持
ち
出
し
品
や

家
具
の
転
倒
防
止
対
策
の
点

検
、
家
族
と
の
連
絡
方
法
や

待
ち
合
わ
せ
場
所
な
ど
を
再

　

大
阪
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
関
西
に

避
難
し
て
い
る
人
た
ち
の
里

帰
り
を
支
援
す
る
「
里
帰
り

＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
」
を

お
盆
の
時
期
と
な
る
８
月

12
日
～
16
日
に
運
行
し
、
帰

省
利
用
者
９
世
帯
20
人
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
11
人
が
乗
車
し

た
。

　

バ
ス
酔
い
し
そ
う
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
「
酔
い
止
め
ど

う
ぞ
」
と
差
し
出
す
帰
省
利

用
者
の
姿
。
高
速
道
路
の
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
「
飛
び
出

す
と
危
な
い
よ
」
と
、
帰
省

す
る
子
ど
も
の
手
を
引
く
ボ

て
お
こ
う
。
す
ご
い
こ
と
だ

▼
こ
の
欄
の
「
Ｈ
Ｂ
」
も
、

か
つ
て
の
先
輩
た
ち
が
鉛
筆

を
な
め
な
め
書
い
て
お
ら
れ

た
名
残
の
名
前
。
今
な
ら
さ

し
ず
め
「
キ
ー
ボ
ー
ド
」
と

い
う
と
こ
ろ
か
。
既
に
亡
く

な
ら
れ
た
そ
ん
な
先
輩
筆
者

の
名
前
を
、
未
だ
に
あ
ち
こ

ち
で
聞
く
。
残
さ
れ
た
足
跡

も
大
き
い
▼
40
年
前
に
私
が

初
め
て
海
外
へ
行
っ
た
時
、

こ
の
欄
の
筆
者
だ
っ
た
賀
集

一
氏
が
、
わ
ざ
わ
ざ
10
㌦
紙

幣
を
１
枚
、
餞
別
だ
と
言
っ

て
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
１
㌦
が

３
６
０
円
の
時
代
の
懐
か
し

い
思
い
出
も
、
こ
の
Ｈ
Ｂ
欄

の
長
い
歴
史
と
と
も
に
あ
る

▼
さ
て
、
こ
の
コ
ラ
ム
を
毎

号
書
い
て
い
て
、
ヒ
ッ
ト
は

何
本
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
悔

し
い
思
い
は
毎
回
の
こ
と
だ

が
。　　
　
　
　
　
　
（
石
）

〈期間〉９月１日～ ３０ 日〈主唱〉大阪市、大阪市社協、大阪市
老人クラブ連合会〈目標〉①安心して自立生活ができるまち
づくりを進めよう②就労・社会参加・ボランティア活動を進
めよう③介護予防、生きがい・健康づくりを進めよう④人権
を尊重し、高齢者やその介護者を支える取り組みを進めよう
⑤お互いに協力して、活力ある長寿社会をつくろう。（抜粋）
〈大阪市社協関係の行事〉大阪市高齢者福祉大会（９／5）
　　　　　　　　　　　　大阪市高齢者俳句大会（１０／2９）

大阪市 高齢者福祉月間

防
災
の
日
・
防
災
週
間

震
発
生
の
情
報
を
受
け
た
あ

と
に
ど
う
行
動
す
る
か
な

ど
、
防
災
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
、
と
の
願
い
を

込
め
た
訓
練
で
あ
る
。

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
概
要

確
認
す
る
な
ど
、
自
分
の
身

の
安
全
を
守
る
こ
と
や
、
地

　

本
年
６
月
、
改
正
災
害
対

策
基
本
法
が
成
立
し
た
。

　

改
正
法
の
概
要
と
し
て

は
、
主
に
次
の
５
つ
が
あ
げ

ら
れ
る
。

　

１　

大
規
模
広
域
な
災
害

に
対
す
る
即
応
力
の
強
化
等

　

災
害
緊
急
事
態
の
布
告
が

あ
っ
た
時
は
、
災
害
応
急
対

策
、
国
民
生
活
や
経
済
活
動

の
維
持
・
安
定
を
図
る
た
め

の
措
置
等
の
政
府
の
方
針
を

閣
議
決
定
し
、
こ
れ
に
基
づ

き
、
内
閣
総
理
大
臣
の
指
揮

監
督
の
下
、
政
府
が
一
体
と

な
っ
て
対
処
す
る
も
の
と
す

る
こ
と
︱
︱
な
ど
。

　

２　

住
民
等
の
円
滑
か
つ

安
全
な
避
難
の
確
保

　

◆
市
町
村
長
は
、
学
校
等

の
一
定
期
間
滞
在
す
る
た
め

の
避
難
所
と
区
別
し
て
、
安

全
性
等
の
一
定
の
基
準
を
満

た
す
施
設
又
は
場
所
を
、
緊

急
時
の
避
難
場
所
と
し
て
あ

ら
か
じ
め
指
定
す
る
こ
と
。

　

◆
市
町
村
長
は
、
高
齢

者
、
障
害
者
等
の
災
害
時
の

避
難
に
特
に
配
慮
を
要
す
る

者
に
つ
い
て
名
簿
を
作
成

し
、
本
人
か
ら
の
同
意
を
得

て
消
防
、
民
生
委
員
等
の
関

係
者
に
あ
ら
か
じ
め
情
報
提

供
す
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、

名
簿
の
作
成
に
際
し
必
要
な

個
人
情
報
を
利
用
で
き
る
こ

と
と
す
る
こ
と
︱
︱
な
ど
。

　

３　

被
災
者
保
護
対
策
の

改
善

　

市
町
村
長
は
、
緊
急
時
の

避
難
場
所
と
区
別
し
て
、
被

災
者
が
一
定
期
間
滞
在
す
る

避
難
所
に
つ
い
て
、
そ
の
生

活
環
境
等
を
確
保
す
る
た
め

の
一
定
の
基
準
を
満
た
す
施

設
を
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
す

る
こ
と
︱
︱
な
ど
。

　

４　

平
素
か
ら
の
防
災
へ

の
取
組
の
強
化

　

◆「
減
災
」の
考
え
方
等
、

災
害
対
策
の
基
本
理
念
を
明

確
化
す
る
こ
と
。

　

◆
災
害
応
急
対
策
等
に
関

す
る
事
業
者
に
つ
い
て
、
災

害
時
に
必
要
な
事
業
活
動
の

継
続
に
努
め
る
こ
と
を
責
務

と
す
る
と
と
も
に
、
国
及
び

地
方
公
共
団
体
と
民
間
事
業

者
と
の
協
定
締
結
を
促
進
す

る
こ
と
︱
︱
な
ど
。

　

５　

そ
の
他

　

災
害
の
定
義
の
例
示
に
、

崖
崩
れ
・
土
石
流
・
地
滑
り

を
加
え
る
こ
と
︱
︱
な
ど
。

　

今
回
の
改
正
に
は
、
災
害

時
要
援
護
者
の
名
簿
の
作
成

と
関
係
者
へ
の
情
報
提
供
な

ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

災
害
時
要
援
護
者
の
支
援

で
は
長
年
、
個
人
情
報
保
護

が「
壁
」
に
例
え
ら
れ
て
き

た
。

　

要
援
護
者
名
簿
に
つ
い

て
、
政
府
は
「
避
難
支
援
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平
成
1８
年

３
月
）
に
基
づ
き
、
市
町
村

に
作
成
を
求
め
て
き
た
が
、

法
的
な
位
置
付
け
は
な
か
っ

た
。

　

今
回
の
改
正
法
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
は
、
一
人
で
避
難

す
る
こ
と
が
難
し
い
高
齢
者

や
障
が
い
者
の
支
援
を
明
確

に
す
る
た
め
、
名
簿
作
成
を

市
町
村
に
義
務
付
け
、
災
害

に
備
え
、
要
援
護
者
の
同
意

を
得
て
名
簿
を
消
防
や
民
生

委
員
な
ど
に
事
前
に
提
供
で

き
る
よ
う
に
し
、
災
害
発
生

時
に
は
、
本
人
の
同
意
を
得

ず
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

　

災
害
時
、
要
援
護
者
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
行
政
、
社

協
、
民
生
委
員
な
ど
の
関
係

機
関
は
、
個
人
情
報
保
護
に

配
慮
し
つ
つ
も
情
報
共
有
を

し
な
が
ら
連
携
し
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
っ
た
。

　

宮
城
県
気
仙
沼
市
の

鮪
立（
し
び
た
ち
）
漁

港
で
牡
蠣
、
ホ
タ
テ
の

養
殖
を
営
む
家
族
の
水

揚
げ
や
出
荷
作
業
の
手

伝
い
で
は
、
初
め
て
体

験
す
る
作
業
に
暑
さ
も

加
わ
り
大
苦
戦
。
そ
れ

で
も
な
ん
と
か
力
に
な

り
た
い
と
懸
命
な
活
動

が
お
こ
な
わ
れ
た
＝
写

真
。

　

漁
港
周
辺
や
、
岩
手
県
陸

前
高
田
市
で
今
も
残
る
災
害

の
爪
痕
を
目
に
す
る
と
、「
ま

だ
ま
だ
支
援
が
必
要
だ
」
と

い
う
言
葉
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

か
ら
聞
か
れ
た
。

　

帰
省
利
用
者
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
か
ら
は
「
こ
の
よ
う
な

支
援
・
活
動
を
続
け
て
ほ
し

い
」
と
の
声
が
あ
が
っ
て
お

り
、
主
催
し
た
大
阪
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
の
職
員
は
、
今
後
も
で

き
る
限
り
の
支
援
を
続
け
た

い
と
語
っ
た
。

平成２５年度

　大阪市社協では次の日時に平成２５年
度大阪市社会福祉大会を開催します。
　表彰のほか、ピアノコンサートをお
こなう予定としています。
　　　　　　　　記
日時：平成２５年１０月１６日（水）
　　　　　　　午後２時～４時
場所：大阪国際交流センター大ホール
内容：午後２時～　第１部　式典
　　　午後３時～　第２部　ピアノコ
　　　　　　　　　　　　　ンサート

大阪市社会福祉大会のご案内

№ ７ ０ ０２０１３年（平成25年）９月（�）

「大阪の社会福祉」は共同募金配分金を活用して発行しています。
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聖
和
地
域
で
は
、
昨
年
２
月
か
ら
「
聖
和

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
パ
ト
ロ
ー
ル
」
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
主
催
し
て
い
る
の
は
、
地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
地
域
活
動
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
「
聖
和
寄
り
合
い
ま
ち
づ

く
り
」。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
促
進
す
る
活
動
と
し
て
、「
防
犯
」
を
テ

ー
マ
に
、
毎
月
第
４
金
曜
日
の
午
後
９
時
か

ら
約
１
時
間
半
、
聖
和
地
域
全
域
を
パ
ト
ロ

ー
ル
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
活
動
は
、
地

域
の
暗
い
裏
道
を
巡
回
す
る
と
い
う
パ
ト
ロ

ー
ル
の
役
割
だ
け
で
な
く
、
参
加
者
の
健
康

の
た
め
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
兼
ね
て
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
。

　

健
康
・
防
犯
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
る
こ
の
活
動
に
、

会話楽しみ「ウォーキングパトロール」

天王寺区聖和地域から

行
き
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知

の
事
実
で
あ
る
。

　

そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
少
子

高
齢
化
、
非
正
規
雇
用
の
増
加
な

ど
働
き
方
の
多
様
化
、
ひ
と
り
親

世
帯
の
増
加
な
ど
家
族
の
多
様
化

で
あ
り
、
こ
れ
ら
と
関
連
し
て
所

得
格
差
の
拡
大
が
あ
る
。

　

国
民
会
議
の
報
告
書
で
目
に
つ

く
の
は
、「
全
世
代
型
の
社
会
保

障
へ
の
転
換
」
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
の
社
会
保
障
の
給
付
が
高
齢
者

に
重
点
が
置
か
れ
、
負
担
す
る
若

年
層
の
不
満
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
社
会
保

障
の
本
質
を
考
え
る
と
、
年
金
を

め
ぐ
る
議
論
で
見
ら
れ
る
よ
う

な
「
払
っ
た
分
だ
け
給
付
さ
れ
な

い
」
と
い
っ
た
個
別
の
損
得
論
が

蔓
延
す
る
社
会
状
況
に
は
問
題
が

あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

そ
れ
で
も
、
現
在
の
若
者
・
現

役
世
代
の
雇
用
や
家
計
の
状
況
を
考
え
る

と
、
若
年
層
の
状
況
を
踏
ま
え
た
改
革
は

不
可
避
と
言
え
る
。
ま
た
、
高
齢
層
内
で

風をよむ
　

先
月
、
社
会
保
障
制
度

改
革
の
国
民
会
議
が
報
告

書
を
ま
と
め
た
。

　

高
度
経
済
成
長

期
ま
で
に
社
会
保

険
制
度
を
中
心
に

シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
て
き
た
日
本
の

社
会
保
障
制
度
が

も
現
役
世
代
層
内
で
も
格
差
が
存
在
す
る

こ
と
を
前
提
に
制
度
改
革
を
お
こ
な
う

必
要
が
あ
る
。「
年
齢
別
」
か
ら
「
負
担

能
力
別
」
へ
の
転
換
と
い
う
方
向
性

に
対
し
て
は
、
基
本
的
に
異
論
は
な

い
。

　

た
だ
し
「
全
世
代
型
」「
負
担
能

力
別
」
の
制
度
を
実
施
す
る
の
は
簡

単
で
は
な
い
。
報
告
書
で
は
、
高
齢

者
に
つ
い
て
、
70
歳
か
ら
74
歳
の
医

療
費
の
自
己
負
担
に
つ
い
て
特
例
措

置
を
や
め
て
２
割
負
担
と
す
る
こ
と

や
、
現
在
、
所
得
に
関
係
な
く
一
律

と
な
っ
て
い
る
介
護
保
険
の
利
用
者

負
担
に
つ
い
て
一
定
以
上
の
所
得
の

あ
る
者
に
つ
い
て
引
き
上
げ
る
こ
と

が
提
言
さ
れ
て
い
る
。
利
用
料
を
一

律
負
担
と
す
る
と
、
逆
進
性
の
問
題

が
あ
り
、
低
所
得
者
ほ
ど
負
担
増
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
所
得
に
応
じ
て

減
免
措
置
や
負
担
割
合
を
区
分
す
る

場
合
、
そ
の
境
界
線
付
近
で
は
、
公

平
性
が
保
た
れ
る
よ
う
細
か
い
制
度

設
計
が
必
要
に
な
る
。
ま
た
、
一
見

負
担
可
能
な
場
合
で
も
、
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
控
え
を
も
た
ら
す
可

能
性
が
あ
る
。
利
用
格
差
の
問
題
が

再
浮
上
し
か
ね
な
い
。

　

さ
ら
に
、「
負
担
能
力
」
に
つ
い

て
は
、今
後
は
、「
所
得
（
フ
ロ
ー
）」

だ
け
で
な
く
「
資
産
（
ス
ト
ッ
ク
）」

も
含
め
た
議
論
が
浮
上
し
そ
う
だ
。
こ
の

点
に
つ
い
て
、
報
告
書
で
言
及
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。

全世代型・負担能力別社会保障制度への転換
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毎
回
、「
聖
和
寄
り
合
い
ま
ち
づ
く
り
」
の

メ
ン
バ
ー
以
外
の
参
加
も
あ
る
。

　

同
活
動
を
紹
介
し
て
い
る
掲
示
ポ
ス
タ
ー

を
見
た
と
い
う
子
ど
も
連
れ
の
人
や
他
校
区

の
人
な
ど
も
、
出
発
地
点
で
あ
る
聖
和
会
館

内
の
施
設
や
市
・
区
社
協
か

ら
１
２
７
人
が
参
加
し
た
。

同
研
修
は
、
大
阪
市
社
会
福

祉
施
設
人
権
活
動
推
進
連
絡

協
議
会
・
大
阪
市
社
会
事
業

施
設
協
議
会
・
大
阪
市
社
協

の
共
催
に
よ
り
年
４
回
実

施
。

　

今
回
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
の
人
権
」
を
テ
ー
マ

に
一
般
社
団
法
人
ヒ
ュ
ー
リ

ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
川
野
太
理
事
を

ウォーキングパトロールの参加者

　

大
阪
市
社
会
福
祉
施
設
人

権
活
動
推
進
連
絡
協
議
会
の

平
成
25
年
度
全
体
会
が
８
月

23
日
、
社
会
福
祉
研
修
・
情

報
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

24
法
人
か
ら
参
加
が
あ
っ

た
。
24
年
度
事
業
報
告
な
ら

び
に
25
年
度
事
業
計
画
が
審

議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
今
年
度
１
回

目
の
社
会
福
祉
施
設
職
員
人

権
研
修
が
お
こ
な
わ
れ
、
市

　

滋
賀
県
の
琵
琶
湖
の
ほ
と

り
に
あ
る
大
阪
市
立
び
わ
湖

青
少
年
の
家
で
８
月
４
日
～

６
日
、「
２
０
１
３
障
が
い

者
と
の
ふ
れ
あ
い
☆
宿
泊
体

験
」（
大
阪
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
主

催
、
大
阪
市
福
祉
教
育
語
り

の
会
協
力
）
が
開
催
さ
れ

た
。

　

こ
の
事
業
は
、
小
・
中
学

生
と
障
が
い
者
が
衣
食
住
を

 

市
社
会
福
祉
施
設

 

人
権
活
動
推
進
協

　

 　

全
体
会
を
開
催

　

大
阪
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
市
社

協
）
で
は
、
７
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
市
民
活
動
体
験
「
ボ

ラ
☆
チ
ャ
レ
２
０
１
３
」
を

開
催
し
て
い
る
。
小
学
校
３

年
生
以
上
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
初
め
て
の
人
や
い
ろ

い
ろ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
や
っ
て
み
た
い
人
な
ど

が
、
気
軽
に
活
動
に
参
加
で

き
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、

福
祉
施
設
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
気
を
付
け
た
ら
い
い
？
」

な
ど
の
不
安
を
解
消
す
る
た

め
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の「
い

ろ
は
」
を
楽
し
く
学
び
体
験

に
参
加
で
き
る
学
習
の
場

を
、
７
月
20
日
に
浪
速
区
、

８
月
３
日
に
東
淀
川
区
、
７

月
24
日
、
27
日
、
８
月
20
日

に
生
野
区
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の

社
協
で
実
施
し
た
。　

　

参
加
者
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
「
い
ろ
は
」
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
区
内
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
情
報
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
な
が
る
ミ
ニ
体
験
を

盛
り
込
む
な
ど
３
区
そ
れ
ぞ

れ
創
意
工
夫
さ
れ
た
内
容
だ

っ
た
。

　

車
い
す
の
介
助
体
験
を
し

た
参
加
者
か
ら
は
、「
車
い

す
の
体
験
が
で
き
、
障
が
い

の
あ
る
人
か
ら
日
常
生
活
の

話
が
聞
け
た
こ
と
、
ま
た
、

各
行
政
や
市
民
活
動
の
取
り

組
み
を
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ

た
の
で
、
知
り
得
た
と
こ
ろ

が
よ
か
っ
た
」
と
の
声
を
聞

く
こ
と
が
で
き
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
社
協

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
相
談
窓

口
で
あ
る
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
ま

た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー

ロ
ー
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い

う
人
も
お
り
、
新
た
な
出
会

い
や
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る

い
い
機
会
に
な
っ
た
。

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

な
ど
約
１
８
０

か
所
で
実
施
。

　
「
ボ
ラ
☆
チ

ャ
レ
」
に
初
め

て
参
加
す
る
人

や
、
参
加
は
す

る
が
不
安
な
人

な
ど
が
体
験
前

に
、「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
っ
て
な

に
？
」、「
ど
う

や
っ
て
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
選
べ
ば

い
い
？
」、「
何

前
に
午
後
９
時
前
に
は
集
ま
っ
て
く
る
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
が
開
始
さ
れ
る
と
、
参
加
者

同
士
が
歩
き
な
が
ら
楽
し
く
会
話
し
た
り
、

す
れ
違
う
人
々
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
な
ど

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
る
。

　

雨
天
時
は
中
止
と
な
る
が
、
昨
年
度
は
延

べ
１
５
０
人
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
っ
た
。

　

「
聖
和
寄
り
合
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
メ
ン

バ
ー
は
、「
懐
中
電
灯
を
持
参
す
る
だ
け
で

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
の
で
、
友
達
や
知

り
合
い
の
方
と
一
緒
に
気
軽
に
参
加
し
て
み

ん
な
で
歩
き
ま
し
ょ
う
」
と
話
す
。

　

「
聖
和
寄
り
合
い
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、

地
域
を
よ
り
住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め

に
、「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
パ
ト
ロ
ー
ル
」
の
ほ

か
、「
防
災
ふ
ぇ
す
た
」
や
清
掃
活
動
「
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
」
な
ど
も
継
続
し
て
実

施
し
て
い
る
。

お
詫
び
と
訂
正

　

本
紙
８
月
号（
№
６
９
９
）

２
面
の
元
気
通
信
（
淀
川
区

塚
本
地
域
の
紹
介
）
に
お
い

て
、
Ｔ
‐
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
説
明
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

次
の
と
お
り
訂
正
し
、
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

　

正　

塚
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

誤　

塚
本
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

ケ―

シ
ョ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

講
師
に
招
き
、
講
演
が
お
こ

な
わ
れ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
普
及
に
よ
り
便
利
で
身

近
に
な
っ
た
が
、
人
権
侵
害

の
事
例
も
起
き
て
い
る
。
現

実
社
会
と
同
様
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
相
手
は
人
間

で
あ
る
こ
と
を
常
に
意
識
し

た
う
え
で
、
利
用
す
る
必
要

が
あ
る
と
語
っ
た
。

体
験
前
の
〝
ち
ょ
ラ
ボ
〟
に
参
加

共
に
す
る
中
で
障
が
い
へ
の

理
解
を
深
め
よ
う
と
い
う
も

の
で
、
平
成
15
年
度
か
ら
始

ま
り
、
今
年
は
11
回
目
を
迎

え
た
。　

　

参
加
し
た
の
は
、
小
学
４

年
生
か
ら
８2
歳
ま
で
の
総
勢

57
人
。
過
去
、
同
事
業
に
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
高
校

生
・
大
学
生
・
社
会
人
と
な

っ
て
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
参
加
し
て
い
る
こ
と
も
特

徴
で
あ
る
。
ま
た
、
昨
年
に

続
い
て
、
淀
商
業
高
等
学
校

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
科
の
生

徒
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加

し
た
。
視
覚
障
が
い
、
知
的

障
が
い
、
車
い
す
利
用
の
メ

ン
バ
ー
７
人
は
、
ゲ
ス
ト
で

は
な
く
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
参
加
し
、
介
護
体
験
講
習

で
は
講
師
を
務
め
た
。

　

お
だ
や
か
な
び
わ
湖
に
面

し
た
青
少
年
の
家
を
ベ
ー
ス

に
、
野
外
炊
事
や
カ
ヌ
ー
、

湖
水
浴
な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
プ

ロ
グ
ラ
ム
満
載
の
２
泊
３
日

を
共
に
過
ご
し
た
＝

写
真
。

　

最
初
は
、
障
が
い

者
へ
の
接
し
方
が
よ

く
わ
か
ら
ず
、
少
し

距
離
を
置
い
て
い
た

小
・
中
学
生
た
ち

も
、
後
半
に
な
る

と
、
自
然
と
障
が
い

者
を
中
心
に
輪
を
作

り
、
車
い
す
介
助
や

手
引
き
な
ど
を
率
先

し
て
お
こ
な
っ
て
い

た
。

　

ま
た
、
リ
ー
ダ
ー
か
ら
指

示
さ
れ
な
く
て
も
、
積
極
的

な
声
掛
け
や
気
配
り
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

急
な
暴
風
雨
に
見
舞
わ

れ
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

が
室
内
で
の
キ
ャ
ン
ド
ル
フ

ァ
イ
ヤ
ー
に
変
更
さ
れ
る
な

ど
、
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
っ
た

が
、
着
実
に
思
い
や
り
や
助

け
合
い
の
気
持
ち
を
育
み
、

生
活
を
共
に
す
る
中
で
自
然

に
支
援
が
実
践
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
く
同
事
業
は
、

今
年
も
子
ど
も
た
ち
の
障
が

い
へ
の
学
び
や
気
づ
き
を
促

す
機
会
と
な
っ
た
。

  

ふ
れ
あ
い
☆
宿
泊
体
験

　
　
　
　

琵
琶
湖
畔
で
５７
人
が
参
加

  
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
挑
戦
！

　
　
　

 
ボ
ラ
☆
チ
ャ
レ
２
０
１
３　

９
月
３０
日
ま
で
開
催

（�）№ ７ ０ ０ ２０１３年（平成25年）９月大 阪 の 社 会 福 祉



「
大
阪
の
社
会
福
祉
」
は
本
号
で
第
７
０
０
号
を
迎
え

る
。
昭
和
25
年
３
月
の
創
刊
以
来
、
福
祉
広
報
紙
と
し

て
は
、
全
国
的
に
み
て
も
恐
ら
く
最
も
長
き
に
わ
た
り

続
い
て
い
る
歴
史
あ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
果
た
し
て

き
た
役
割
は
大
き
い
。

　

創
刊
当
初
の
紙
名
は
、

「
大
阪
の
社
会
事
業
」
で
あ

り
、
当
時
、
朝
日
新
聞
厚
生

文
化
事
業
団
の
職
員
で
あ
っ

た
故
古
閑
慶
之
氏
（
元
朝
日

新
聞
厚
生
文
化
事
業
団
事
務

局
長
。
平
成
22
年
９
月
ま
で

本
紙
編
集
委
員
）
の
呼
び
か

け
で
、
当
時
の
若
い
社
会
事

業
家
を
中
心
に
有
志
30
余
人

の
参
加
を
え
て
結
成
さ
れ
た

「
大
阪
社
会
事
業
青
年
会
」

（
岩
田
克
夫
委
員
長
）
の
例

会
に
お
い
て
発
行
が
決
定
さ

れ
た
。

　

そ
の
実
行
を
林
清
一
氏

（
大
阪
社
会
事
業
協
会
）、

矢
内
正
一
氏
（
大
阪
市
民
援

護
事
業
団
）
と
古
閑
氏
（
大

阪
社
会
事
業
青
年
会
）
の
３

人
が
担
当
し
、
編
集
は
、
大

阪
社
会
事
業
協
会
（
故
田
尻

玄
龍
常
務
理
事
）、
大
阪
市

民
援
護
事
業
団
、
大
阪
社
会

事
業
青
年
会
の
３
者
共
同
で

お
こ
な
わ
れ
、発
行
さ
れ
た
。

　

翌
年
の
昭
和
26
年
に
「
社

会
福
祉
事
業
法
」
が
施
行
さ

れ
、
大
阪
市
民
援
護
事
業
団

は
社
会
福
祉
法
人
大
阪
市
社

会
福
祉
協
議
会
（
坂
間
棟
治

会
長
、三
井
正
雄
常
務
理
事
）

に
衣
替
え
し
、
大
阪
社
会
事

　

昭
和
4８
年
、
政
府
は
高
齢

者
に
手
厚
い
社
会
福
祉
施
策

を
講
じ
、｢

福
祉
元
年｣

と
位

置
付
け
て
社
会
保
障
の
大
幅

な
制
度
拡
充
を
実
施
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
年
に
起
こ

っ
た｢

オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク｣

に
よ
り
日
本
経
済
は
厳
し
い

不
況
に
追
い
や
ら
れ
、
国
民

生
活
も
大
き
な
影
響
を
受
け

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

日
本
経
済
の
マ
イ
ナ
ス
成

長
の
転
落
に
と
も
な
い
「
福

祉
元
年
」
か
ら
「
福
祉
見
直

し
」
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
、「
日
本
型
福
祉
社
会
論
」

が
横
行
。
こ
れ
ま
で
、
少
し

ず
つ
向
上
し
た
日
本
の
社
会

福
祉
を
低
下
さ
せ
る
も
の
と

な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
ノ

ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
思
想

が
徐
々
に
浸
透
し
、
地
域
福

祉
、
ま
ち
づ
く
り
運
動
な
ど

　

昭
和
か
ら
平
成
へ
と
時
代

が
変
わ
り
、
平
成
元
年
に
策

定
さ
れ
た
「
高
齢
者
保
健
福

祉
推
進
10
カ
年
戦
略
（
ゴ
ー

ル
ド
プ
ラ
ン
）」
の
推
進
に

よ
り
、
高
齢
者
の
保
健
・
福

祉
の
増
進
が
一
定
図
ら
れ
た

も
の
の
、
年
々
急
増
す
る
要

介
護
高
齢
者
へ
の
各
種
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
の
問

題
を
解
決
す
る
必
要
性
が
高

ま
っ
て
い
き
、
の
ち
の
平
成

６
年
の
「
新
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ

ン
」
の
策
定
、
平
成
９
年
の

介
護
保
険
関
連
３
法
の
制
定

と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

　

ま
た
、
平
成
２
年
に
は
、

「
老
人
福
祉
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
い
わ
ゆ
る

福
祉
関
係
八
法
（
老
人
福
祉

法
、
障
害
者
福
祉
法
、
知
的

障
害
者
福
祉
法
、
児
童
福
祉

法
、
母
子
及
び
寡
婦
福
祉

法
、
老
人
保
健
法
、
社
会
福

祉
・
医
療
事
業
団
法
）
が
改

正
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
国
の

主
導
に
よ
る
福
祉
施
策
か

ら
、
市
町
村
や
在
宅
を
中
心

と
し
た
地
域
福
祉
推
進
が
明

確
化
さ
れ
た
。

業
協
会
も
社
会
福
祉
法
人
大

阪（
府
）社
会
福
祉
協
議
会
と

な
っ
た
。
こ
の
変
革
に
よ
り

「
大
阪
の
社
会
事
業
」は
、従

来
の
共
同
発
行
を
や
め
、
第

13
号
か
ら
大
阪
市
社
会
福
祉

協
議
会（
以
後
、
市
社
協
）

の
機
関
紙
と
し
て
再
出
発
し

た
。

　

そ
の
後
も
、
公
私
社
会
事

業
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
人

物
評
を
取
り
上
げ
る
な
ど
、

社
会
事
業
関
係
者
に
と
っ
て

唯
一
の
発
表
の
場
、
ま
た
唯

一
の
専
門
紙
と
し
て
の
役

割
を
担
い
な
が
ら
、
昭
和
33

年
に
は
第
１
０
０
号
を
迎
え

た
。

　

昭
和
35
年
の
精
神
薄
弱
者

福
祉
法
、
昭
和
3８
年
の
老
人

福
祉
法
、
翌
3９
年
の
母
子
福

祉
法
と
福
祉
六
法
体
制
が
構

築
さ
れ
、
国
家
に
お
け
る
福

祉
の
充
実
が
図
ら
れ
る
な
か

で
、
市
社
協
で
も
こ
れ
ら
の

諸
法
関
係
の
普
及
の
た
め
、

諸
事
業
な
ど
に
取
り
組
む
と

と
も
に
広
報
啓
発
を
お
こ
な

っ
て
き
た
。

　

昭
和
46
年
、
市
社
協
が
創

立
20
周
年
を
迎
え
た
年
に
は

第
２
０
０
号
を
迎
え
、
第

２
０
１
号
か
ら
は
、
紙
名
を

「
大
阪
の
社
会
福
祉
」
に
改

題
し
た
。

の
展
開
が
あ
っ
た
。

　

市
社
協
で
は
、
老
人
食
事

サ
ー
ビ
ス
、
老
人
福
祉
電
話

サ
ー
ビ
ス
、
区
社
会
福
祉
協

議
会
（
以
後
、
区
社
協
）
法

人
化
の
促
進
な
ど
が
展
開
さ

れ
、
紙
面
を
に
ぎ
わ
せ
る
こ

と
と
な
り
、
昭
和
55
年
に
は

第
３
０
０
号
を
迎
え
た
。

　

昭
和
56
年
の
国
際
障
害
者

年
を
契
機
に
、「
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
言

葉
が
国
民
に
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
地
域
社
会
で
の
人

間
ら
し
い
生
活
の
あ
り
方
、

在
宅
福
祉
の
重
要
性
が
今
後

の
社
会
福
祉
の
課
題
と
し
て

明
確
化
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運

動
な
ど
も
盛
ん
に
な
っ
た
。

　

市
社
協
は
、
昭
和
57
年
に

在
宅
老
人
機
能
訓
練
事
業
、

翌
5８
年
に
移
動
入
浴
車
に
よ

る
老
人
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
、
さ
ら
に
60
年
に
重
度
障

害
者
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
順
次

開
始
。62
年
に
は
、ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、

市
域
全
域
を
対
象
と
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
に

本
格
的
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、ま
た
、校
下
社
協
の
育
成

事
業
に
も
取
り
組
み
、
モ
デ

ル
地
区
の
指
定
な
ど
に
つ
い

て
も
紙
面
に
取
り
上
げ
、
啓

発
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

　

そ
ん
な
な
か
、
昭
和
63
年

に
は
、
第
４
０
０
号
を
迎
え

た
。

　

そ
れ
に
と
も
な
い
、
社
会

福
祉
事
業
法
が
改
正
さ
れ
、

指
定
都
市
の
区
社
協
が
平
成

２
年
に
法
定
化
さ
れ
た
。

　

市
社
協
で
は
、
各
区
社
協

の
法
人
化
に
注
力
す
る
と
と

も
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー

ロ
ー
の
設
置
を
図
っ
て
い
く

な
か
、
平
成
３
年
に
創
設
40

周
年
を
迎
え
た
。

　

平
成
７
年
１
月
に
は
阪
神

・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
、

救
援
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

需
給
調
整
な
ど
救
援
に
必
要

な
諸
活
動
を
お
こ
な
っ
た
。

　

紙
面
で
は
、
そ
の
よ
う
な

一
連
の
各
区
社
協
法
人
化
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー

設
置
・
運
営
の
実
態
な
ど
に

つ
い
て
順
次
紹
介
を
し
て
い

き
、
平
成
９
年
に
は
、
第

５
０
０
号
を
迎
え
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
９
年
に
は

大
阪
市
財
産
管
理
支
援
セ
ン

タ
ー
（
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー

ト
）、
翌
10
年
に
は
大
阪
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ

ー
、
翌
11
年
に
は
子
育
て
い

ろ
い
ろ
相
談
セ
ン
タ
ー
と
各

セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
広
報
し
て
き
た
。

　

平
成
12
年
度
の
介
護
保
険

制
度
の
施
行
に
と
も
な
う
区

社
協
の
通
所
介
護
事
業
な
ら

び
に
居
宅
介
護
支
援
事
業
の

開
始
、
ま
た
、
同
年
に
施
行

さ
れ
た
社
会
福
祉
法
の
な
か

で
、
社
協
は
地
域
福
祉
の
推

進
役
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
、
地
域
社
協
の
活
動
の
活

性
化
を
め
ざ
し
て
実
施
し
た

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

推
進
事
業
な
ど
に
つ
い
て
も

取
り
上
げ
て
き
た
。

　

翌
13
年
に
は
、
市
社
協
は

創
設
50
周
年
を
迎
え
、
記
念

事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

　

平
成
16
年
以
降
は
、「
大

阪
市
地
域
福
祉
計
画
」
お
よ

び
「
大
阪
市
地
域
福
祉
活
動

計
画
」（
と
も
に
平
成
16
年

策
定
）、
各
区
に
お
け
る
地

域
福
祉
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

（
平
成
1８
年
策
定
）、「
第

２
期
・
大
阪
市
地
域
福
祉
計

画
」
お
よ
び
「
第
２
期
・
大

阪
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」

（
と
も
に
平
成
21
年
策
定
）

に
基
づ
き
推
進
さ
れ
て
き
た

地
域
福
祉
の
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
多
彩
な

企
画
、
幅
広
い
取
材
を
も
っ

て
紙
面
で
紹
介
し
、
広
報
啓

発
を
継
続
し
て
お
こ
な
い
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

西野孝編集委員

　
「
大
阪
の
社
会
福
祉
」が
７
０
０
号
を
数
え
る
に
至
っ
た
。

は
じ
め
か
ら
地
域
社
協
の
組
織
強
化
の
Ｐ
Ｒ
を
特
徴
と
し
て

60
余
年
。
実
に
快
挙
で
あ
る
。

　

掲
載
内
容
は
、
ま
さ
に
多
彩
。
国
・
市
な
ど
の
福
祉
行
政

に
か
か
わ
る
法
制
・
制
度
を
解
説
し
（
時
に
は
こ
れ
に
批
判

を
加
え
）、
福
祉
関
係
の
行
事
・
現
場
を
紹
介
し
て
き
た
。

ま
た
、
社
会
福
祉
の
あ
る
べ
き
方
向
を
示
す
「
主
張
」、
斬

界
の
裏
面
を
風
刺
と
ユ
ー
モ
ア
を
も
っ
て
映
し
出
す
「
舞
台

裏
」
な
ど
の
コ
ラ
ム
が
あ
り
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
き
た
（
現
在
連
載
中
の
「
風
を
よ

む
」
も
、
あ
ま
り
学
究
的
に
陥
ら
ず
、
福
祉
に
心
を
寄
せ
る

人
の
や
さ
し
い
道
標
と
な
っ
て
ほ
し
い
）。

　

さ
ら
に
、時
事
福
祉
短
評
と
も
い
う
べ
き
「
Ｈ
Ｂ
」
欄
は
、

賀
集
一
（
か
し
ゅ
う
・
は
じ
め
）
氏
、
古
閑
慶
之
（
こ
が
・

け
い
し
）
氏
ら
の
軽
妙
洒
脱
な
筆
致
で
、
多
く
の
読
者
を
魅

了
し
て
き
た
。
い
ま
の
石
田
易
司
（
い
し
だ
・
や
す

の
り
）
氏
も
そ
れ
を
踏
襲
し
て
お
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
福
祉
用
語
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
と
し

て
、
白
澤
政
和
氏
の
「
福
祉
用
語
の
解
説
」（
残
念

な
が
ら
一
昨
年
６
月
号
を
も
っ
て
終
了
）
は
、
福
祉

専
攻
の
学
生
た
ち
に
も
広
く
活
用
さ
れ
て
き
た
。

　

執
筆
者
は
、当
初
か
ら
大
学
教
授
、行
政
担
当
者
、

施
設
・
団
体
関
係
者
な
ど
広
範
に
ま
た
が
る
。
最
近

で
は
、
福
祉
現
場
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
声
を
積

極
的
に
集
め
よ
う
と
の
配
慮
が
う
か
が
え
る
。

　

ち
な
み
に
、
編
集
は
、
ま
ず
、矢
内
正
一
氏
が
長

期
に
わ
た
り
担
わ
れ
、同
氏
の
引
退
後
は
、事
務
局
の

若
い
有
能
な
人
材
が
次
々
に
担
当
し
て
、優
れ
た
伝

統
を
守
っ
て
こ
ら
れ
た
。

　

本
紙
は
、
も
と
も
と
、
大
阪
の
若
き
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
大
阪
社
会
事
業
青
年
会
）
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ

た
も
の
。
増
原
良
一
、
吉
村
靫
生
、
岩
田
克
夫
の
各

氏
ら
、
や
が
て
斬
界
を
リ
ー
ド
す
る
多
く
の
人
材

は
、
こ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
と
い
え
な
く
も
な

い
。
こ
れ
を
機
に
、
再
び
若
き
大
阪
人
（
優
秀
な
人
材
が
随

所
に
見
受
け
ら
れ
る
）
が
企
画
・
取
材
・
執
筆
な
ど
に
加
わ

り
や
す
い
配
慮
が
な
さ
れ
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
場
と
な

る
よ
う
願
っ
て
や
ま
な
い
。

　

本
紙
は
、
今
、
分
岐
点
に
立
つ
と
も
い
え
る
。
他
の
Ｐ
Ｒ

誌
と
の
統
合
問
題
も
そ
の
ひ
と
つ
だ
ろ
う
。
に
わ
か
に
是
非

を
判
じ
難
い
が
、
広
く
叡
智
を
集
め
、
最
善
の
道
を
歩
ま
れ

る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

　

ほ
ど
な
く
、
井
戸
端
な
ら
ぬ
編
集
の
場
で
活
発
に
意
見
を

交
わ
す
若
者
た
ち

の
姿
を
、
幽
界
か

ら
覗
け
る
こ
と
を

楽
し
み
に
す
る
も

の
で
あ
る
。

第
１
号
〜
第
２
０
０
号

第
４
０
１
号
〜
第
７
０
０
号

第
２
０
１
号
〜
第
４
０
０
号

白澤政和編集委員

 

社
会
事
業
／
福
祉
六
法
／
福
祉
元
年
／
国
際
障
害
者
年
／
在
宅
福
祉
／
介
護
保
険
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

  
本
紙
６３
年（　
　
　
　

）の
軌
跡

１
９
５
０
年
３
月　

〜
２
０
１
３
年
９
月

た
。
こ
の
60
年
近
く
大
阪
の
社
会
福
祉
を
見
続
け
、
そ
の
時

そ
の
時
で
社
会
福
祉
の
進
む
べ
き
道
を
照
ら
し
出
し
て
き
た

も
の
で
あ
り
、
歴
史
に
残
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
社
会
福

祉
は
戦
後
大
き
く
変
化
し
て
き
た
が
、
そ
れ
を
大
阪
と
い
う

地
域
で
、
住
民
を
中
心
に
し
た
社
会
福
祉
を
、
行
政
と
民
間

が
一
体
に
な
り
、
い
か
に
推
進
し
て
い
く
の
か
を
教
え
て
く

れ
る
機
関
紙
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
こ
れ
も
、

大
阪
の
社
会
福
祉
が
誇
り
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
ひ
と
つ
で

あ
る
。

　

最
近
、
昭
和
25
年
３
月
に
刊
行
さ
れ
た
創
刊
号
の

実
物
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
ガ
リ
版
刷
り
の
、

４
頁
Ｂ
５
版
で
あ
る
（
大
阪
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
可
能
）。当
時
は
社
会
福
祉

協
議
会
が
で
き
る
前
夜
で
あ
り
、
大
阪
社
会
事
業
協

会
、
大
阪
社
会
事
業
青
年
会
、
市
民
援
護
事
業
団
が

共
同
で
編
集
に
当
た
っ
て
い
る
。
紙
面
を
見
る
と
、

焼
け
跡
の
中
で
、
市
民
の
生
活
を
再
生
す
べ
く
編
集

に
関
わ
っ
て
い
た
人
や
当
時
の
社
会
福
祉
従
事
者
の

意
気
込
み
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
刊
行
の

辞
も
、市
民
か
ら
の
社
会
連
帯
・
協
力
を
引
き
出
し
、

社
会
福
祉
従
事
者
の
研
鑽
の
場
と
し
て
、
機
関
紙
を

位
置
づ
け
て
い
き
た
い
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も

現
在
の
刊
行
目
的
と
何
ら
違
い
は
な
い
。

　

当
時
の「
大
阪
の
社
会
福
祉
」の
刊
行
に
つ
い
て
、

私
の
師
で
あ
る
故
柴
田
善
守
先
生
に
う
か
が
っ
た
こ

と
が
あ
る
が
、
社
協
の
職
員
だ
け
で
な
く
、
大
阪
の

社
会
福
祉
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
者
、
大
学
な
ど

の
研
究
者
も
喧
々
諤
々
の
議
論
を
し
な
が
ら
刊
行
し

て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
最
近
は
分
業
化
が
進
み
、
自
ら

の
穴
に
入
り
仕
事
を
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
産
・
官
・
民
・

学
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
、「
大
阪
の
社
会
福
祉
」
を
盛
り

立
て
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
、
装
い
を
新
た
に
し
て
「
大
阪
の
社
会
福
祉
」
が
再

出
発
す
る
こ
と
に
大
い
に
期
待
を
し
た
い
。
大
阪
都
構
想
の

も
と
大
阪
の
社
会
福
祉
は
劇
的
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

が
、
大
阪
都
構
想
が
も
つ
身
近
な
と
こ
ろ
で
住
民
を
支
え
て

い
く
と
い
う
す
ば
ら
し
い
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
大

阪
市
民
が
安
心
・
安
全
で
、
充
実
し
た
生
活
を
支
え
る
た
め

に
必
要
な
支
援
が
一
層
享
受
で
き
る
「
道
し
る
べ
」
に
な
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
強
く
期
待
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
広

報
紙
の
刊
行
に
は
、
大
阪
市
で
広
く
社
会
福
祉
を
進
め
て
い

る
機
関
・
団
体
、
さ
ら
に
は
福
祉
系
の
大
学
等
も
積
極
的
に

参
画
し
た
紙
面
づ
く
り
へ
の
協
力
体
制
を
期
待
し
た
い
。

　

日
本
で
最
も
古

く
、
伝
統
の
あ
る

社
会
福
祉
協
議
会

の
広
報
紙
「
大
阪

の
社
会
福
祉
」
が

７
０
０
号
を
迎
え

創刊700号に寄せて

（�） № ７ ０ ０２０１３年（平成25年）９月 大 阪 の 社 会 福 祉



年 本紙「大阪の社会福祉」 市社協 大阪市 全国
4 1992 1 月 身体障害者ホームヘルプ事業市より移管

3月 「8181」創刊
4月 勤労青少年ホーム「子どもの家」事業開始

5 1993 7 月 「福祉ちょっと体験スクール」開始 4月 大阪市ひとにやさしいまちづくり推進本部設置 アジア太平洋障害者の 10 年

6月 社福審 ｢大阪市における今後の障害者支援のあり
方について ( 答申 )｣ 世界の先住民の国際年

9月 大阪市高齢者保健福祉計画 ( Ｈ 5～Ｈ 11 年度 ) 12 月 障害者基本法制定
6 1994 2 月 各区社協法人化完了 3月 在宅介護支援センター運営事業開始 国際家族年

4月 COMVO創刊 障害者支援に関する大阪市新長期計画策定 l 月 主任児童委員の設置

6月 此花区在宅サービスセンター竣工（大阪市初） 9月 社福審「子どもが健やかに生まれ育つための子ど
も・家庭支援のあり方について（意見具申）」 3月 21 世紀福祉ビジョン

9月 子育て電話相談事業開始 12 月 新ゴールドプランの策定
10 月 人権啓発推進委員会の設置 12 月 エンゼルプラン策定

7 1995 国連人権教育の 10 年
1月 阪神・淡路大震災発生
11 月 高齢化対策基本法制定

12 月 障害者プランーノーマライゼーション 7カ年計画策定
8 1996 4 月 勤労青少年ホーム「乳幼児広場」事業開始

9月 第 5回全国ボランティアフェスティバル開催
9 1997 1 月 「大阪の社会福祉」第500号 10 月 大阪市財産管理支援センタ一（あんしんサポート）開設 3月 大阪市高齢者保健福祉計画（改訂版）策定 6月 児童福祉法改正

11 月 ふれ愛ぴっく大阪でふれ愛フレンドによる応援ボランティア・ふれ愛ひろば 10 月 大阪後見支援センター開設 12 月 介護保険関連三法制定

10 1998 1 月 24 時間巡回型ホームヘルパ一派遣モデル事業開始 3月 大阪市児童育成計画策定 3月 NPO法制定

7月 実感ボランティア・夏場所開始 市民ボランティア活動支援指針策定 11 月 社会福祉基礎構造改革（中間まとめ）のとりまとめ
12 月 大阪市ボランティア情報センター開設 4月 大阪市障害者支援プラン策定

4月 大阪市障害者施策推進本部設置
4月 「大阪市ボランティア活動支援推進会議」設置

11 1999 10 月 第 1回ボランティア市民活動フェスティバル開催 7月 勤労青少年ホームの愛称トモノスに 国際高齢者年
11 月 子育ていろいろ相談センタ一開設 10 月 地域福祉権利擁護事業開始
11 月 社協活動全国会議開催 12 月 ゴールドプラン 21 策定

12 月 新エンゼルプラン策定
12 2000 4 月 ホームページ「くらしサポートネット」開設 3月 大阪市介護保険事業計画策定（H12 ～ H16 年度） 4月 介護保険法施行

7月 浪速区在宅サービスセンター開設（最終） 4月 大阪市高齢者保健福祉計画策定（H12～H16年度）5月 児童虐待の防止等に関する法律成立
9月 高齢者情報センター 24 時間電話相談事業開始 6月 社会福祉法施行
10 月 ふれあい家事・ふれあいデイサービス事業開始
11 月 ねんりんピック大阪開催協力
11 月 「いろいろ」創刊

13 2001 10 月 市社協設立 50 周年　記念事業 2月 「大阪市市民公益活動推進指針」策定 ボランティア国際年
10 月 ファミリー・サポート・センタ一事業開始 大阪市市民公益活動推進会議に改組

14 2002 ４月 奉仕銀行から善意銀行に名称変更 2月 社福審「大阪市における今後の地域福祉のあり方
について（意見具申）」 5月 身体障害者補助犬法策定

７月 在宅相談員配置 8月 ホームレスの自立の支援等に関する特別措
置法制定

9月 厚労省「少子化対策プラスワン」発表

５か所の分室にサブコーディネーターを配置 12 月 重点施策実施５か年計画（新障害者プラン）策定
10 月 地域福祉活動計画策定委員会設置

15 2003 10 月 「福祉と人権」研究委員会設置 1月 大阪市社会福祉研修・情報センター開設 3月 全社協「市区町村社協経営指針」策定

4月 大阪市介護保険施設情報提供等事業の実施 3月 大阪市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策
定（Ｈ 15 年度～ 19 年度） 4月 障害者支援費制度施行（'06 年障害者自立支

援法に移行、４月、10 月施行）
勤労婦人センター閉館 4月 地域福祉計画実施（社会福祉法）

4月 権利擁護相談課及び契約締結審査会設置 4月 いきいきエイジングセンター開設 5月 個人情報の保護に関する法律公布（'05 年４
月施行）

6月 権利擁護相談事業を開始・大阪市財産管理支援センター
から大阪市あんしんさぽーとセンターに改称 7月 次世代育成支援対策推進法公布

10 月 研修・情報センターの福祉用具展示コーナーで展示開始 7月 児童福祉法の一部を改正する法律公布
7月 少子化社会対策基本法公布

16 2004 3 月 大阪市地域福祉活動計画策定 ３月 大阪市地域福祉計画策定 4月
児童虐待の防止等に関する法律の一部を改
正する法律（改正児童福祉法）公布（10 月
施行）

12 月 市社協組織運営改革計画策定 10 月 新潟県中越地震発生
4月 大阪市地域福祉活動推進委員会および技術支援部会設置 12 月 発達障害者支援法公布（'05 年４月施行）

12 月 子ども・子育て応援プラン策定

17 2005 5 月 「大阪の社会福祉」第600号 3月 ホームヘルプサービス事業収束 3月 大阪市次世代育成支援行動計画（前期計画・Ｈ
17 ～ 21 年度）策定 6月 介護保険法等の一部を改正する法律公布

（'06 年４月施行）

大阪市あんしんさぽーとセンター廃止 9月 「大阪市における福祉人材養成のあり方につい
て」提言がまとめられる 11 月

高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対す
る支援等に関する法（高齢者虐待防止法）
公布（'06 年４月施行）

10 月 人権教育・啓発推進委員会設置

18 2006 4 月 全区社協が老人福祉センターの指定管理者として受託
（～ 21 年度末） 3月 大阪市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画

（Ｈ 18 年度～ 20 年度） 6月
後期高齢者医療制度公布（健康保険法等の
一部を改正する法律により老人保健法改
正、'08 年４月施行→見直し）

区社協で介護予防事業を実施 4月 地域包括支援センターを創設 6月 認定子ども園法公布

介護サービス情報の公表調査事業実施 11 月 大阪市福祉人材養成連絡協議会設立 6月
高齢者・障害者等の移動等の円滑化の促進
に関する法律（新バリアフリー法）公布（12
月施行）

5月 児童館及び勤労青少年ホーム（トモノス）が廃止

7月 勤労青少年ホーム廃止に伴い、区社協が子ども・子育て
プラザ事業を受託

4月 市社協が指定事務委託法人として、要介護認定訪問調査
事業を実施
全区でアクションプラン策定

11 月 大阪市福祉人材養成連絡協議会設置

19 2007 3 月 老人憩いの家関係事業・留守家庭児童対策事業・障害者
移動入浴サービスの委託廃止 6月 大阪市成年後見支援センター設立 7月 新潟県中越沖地震発生

４月 グループウェア導入し、情報発信機能強化 ８月 福祉人材確保指針改正
６月 成年後見支援センター開設 ９月 国連「障害者権利条約」に署名

７月 福祉サービス第三者評価事業の指定評価機関として認証 12 月 社会福祉士及び介護福祉士法等の一部を改正する法律公布（09 年４月施行）

12 月 障害者施策における「重点施策実施５か年計画」策定

20 2008 １月 市民後見人活動開始 3月 大阪市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画
（Ｈ 20 年度～ 23 年度） 4月 後期高齢者医療制度開始

３月 市社協改革計画策定 5月 介護保険法及び老人福祉法の一部を改正す
る法律公布

第２期・大阪市地域福祉活動計画策定 5月 介護従事者等の人材確保のための介護従事
者等の処遇改善に関する法律公布・施行

４月 社会福祉研修・情報センター・子育ていろいろ相談セン
ターの指定管理者として受託（Ｈ 20 ～ 23 年度） 12 月 年越し派遣村開設

４月 おおさか介護サービス相談センターの運営受託
21 2009 3 月 第２期・大阪市地域福祉活動計画策定 ３月 大阪市地域福祉計画（Ｈ 21 ～ 23 年度）策定 4月 改正児童福祉法の施行

4月 内部監査室を設置 5月 介護保険法改正（要介護認定見直し他）
7月 区在宅サービスセンター開館時間を変更 8月 台風９号発生
10 月 地域密着型サービス外部評価事業の指定評価機関に選定

22 2010 1 月 社会事業施設協議会設立50周年記念事業 1月 大阪市子ども相談センター開設 1月 子ども・子育てビジョン策定

3月 児童通所ルームパル事業委託終了 3月 大阪市次世代育成支援行動計画（後期計画・Ｈ
22 ～ 26 年度）策定

4月 全区社協で老人福祉センターの指定管理者として受託
（Ｈ 22 ～ 25 年度）

23 2011 6 月 介護サービス情報の公表調査事業及び地域密着型サービ
ス外部評価事業終了 12 月 大阪府市統合本部設置・大阪市改革プロジェクトチーム設置 3月 東日本大震災発生

10 月
市社協設立 60 周年記念事業「大阪市社会福祉大会」「設
立 60 周年記念講演会」「大阪市・シカゴ市社会事業従事
者研修・交流プログラム」

9月 台風 12 号発生

11 月 市社協設立 60 周年記念事業「えほん展いろいろ」

24 2012 ４月 社会福祉研修・情報センター・子育ていろいろ相談セン
ターの指定管理者として受託（Ｈ 24 ～） 7月 市政改革プラン策定

10 月
新たな地域コミュニティ支援事業
第１・５ブロックで各該当区社協
りそな総合研究所との共同体で受託

12 月 大阪市地域福祉推進指針策定

25 2013 9 月「大阪の社会福祉」第700号（本号） 3月 「地域福祉活動をすすめるための大切な視点」策定 ４月 障害者総合支援法施行
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「大阪の社会福祉」関連年表（1945 〜 2013）
年 本紙「大阪の社会福祉」 市社協 大阪市 全国
昭20 1945 8 月 第 2次世界大戦終結
21 1946  7月 大阪市市民援護会設立 9月 旧生活保護法公布
22 1947 9 月 大阪共同募金委員会設立 11 月 共同募金の開始

12 月 児童福祉法公布
23 1948 6 月 萩の茶屋福祉会設立（地域社協初） 11 月 市教育委員会発足 6月 国民健康保険法改正

10月 大阪社会事業ボランティア協会設立 7月 民生委員法公布・施行
12 月 世界人権宣言採択

24 1949 6 月 大淀区社会福祉協議会設立（区社協初） 1月 西淀川児童館設置（市初） GHQによる厚生施策六原則の提示

7月 大阪市市民援護会が市民共済会に合併し、大阪市
市民援護事業団設立

25 1950 2 月 西成区社会福祉協議会設立 5月 民生安定所設置 4月 身体障害者福祉法施行
3月「大阪の社会事業」発刊 9月 ジェーン台風被災者援護活動 5月 精神衛生法公布 

5 月 新生活保護法公布・施行
26 1951 3 月 各区に社会福祉協議会設立 1月 中央社会福祉協議会設立

「大阪の社会事業」第13号以
降大阪市社会福祉協議会が
発行

5月 大阪市社会福祉協議会 設立 3月 社会福祉事業法公布

8月 高野山夏季福祉文化講座開講 9月 老人クラブ結成はじまる
27 1952 8 月 校庭開放、遊び場設置運動

9月 第1回老人福祉講座開く
10 月 「大阪市社会福祉地図」作成

29 1954 9 月 老人生活実態調査 5月 厚生年金保険法公布・施行
12 月 第 1回老人学校開く

31 1956 11 月 社会福祉関係事務、府より委譲 6月 地方自治法改正（大都市特例）
32 1957 6 月 大阪市老人クラブ連合会設立

10 月 大阪市児童収容施設連盟設立
33 1958 10月 「大阪の社会事業」第100号 4月 臨時家政婦派遣制度発足 12 月 新国民健康保険法公布（国民皆保険）

11 月 大阪市生活保護施設連盟
34 1959 12 月 社会事業施設協議会設立 3月 1区1保健所完成 4月 国民年金法公布（国民皆年金）

9月 社会福祉会館開館 11 月 国連　児童権利宣言
35 1960 3 月 精神薄弱者福祉法公布
36 1961 2 月 心配ごと相談所開設はじまる

4月 大阪市国民健康保険制度発足
37 1962 1 月 中央勤労青少年ホーム開設
38 1963 9 月 「民生事業研究」第1号発刊 7月 老人福祉法公布

11 月 西成区老人福祉センター開設（市初）
39 1964 6 月 西淀川区社協、善意銀行開設（市初） 9月 市敬老金制度、第1回敬老金贈呈 7月 母子福祉法公布・施行

11 月 パラリンピック東京大会開催
40 1965 9 月 第 1回老人敬愛運動月間実施 8月 母子保健法公布

11 月 ボランティア協会大阪ビューロ設立
41 1966 3 月 中央更生相談所開設
42 1967 タウンペアレント運動の展開 9月 本市初の老人憩の家（姫里）開設

10 月 市高齢者無料職業紹介所開設
12 月 社会福祉審議会発足

43 1968 家庭奉仕員派遣事業市社協受託 3月 身体障害者家庭奉仕員制度はじまる 国際人権年
4月 地域福祉活動モデル地区指定事業開始

44 1969 10 月 城東区老人福祉センタ一開設、区社協が経営受託 10 月 民生委員制度50周年記念資料室設置（社会福祉会館）

45 1970 4 月 天六ガス爆発事故 5月 心身障害者対策基本法公布・施行
9月 市緊急援護資金貸付制度開始 勤労青少年福祉法公布・施行

46 1971 6 月 「大阪の社会事業」第200号 4月
　 砂場設置費補助事業開始 5月 社福審「地域福祉の推進」「社会福祉専門職制度

のあり方」答申

7月 「大阪の社会福祉」第201号
　紙名を改題

47 1972 9 月 老人食事サービス事業開始（住吉区墨江社協）　　 1月 老人医療費助成事業開始 6月 老人福祉法改正

12 月 生野区社協、市内初の老人福祉電話 7台設置 6月 社福審「老人福祉対策、障害者福祉対策、専門職
制度」各答申

48 1973 1 月 老人福祉センターに老人問題相談所併設
6月 老人電話相談センター及び福祉電話貸与制度開始
9月 老人憩の家巡回指導員派遣事業開始

生野区社協、本市初の「老人菜園」開始
11 月 第1回市老人スポーツ大会

49 1974 高齢者学級いちょう学園開始　 5月 身体障害者スポーツセンター開館
4月 奉仕銀行開設 7月 分区で、市内26区になる

50 1975 国際婦人年
国連障害者の権利宣言決議

51 1976 5 月 市立勤労婦人センター開設 10 月 社福審「身体障害者福祉における障害別対策について」答申
8月 城東区社協が区社協として初の法人化なる

52 1977 1 月 老人保健・健康増進事業を老人福祉センターにて開始
4月 ボランティア保険取扱開始
4月 勤労青少年ホームに児童厚生館付設はじめる
5月 在宅福祉サービス推進地区指定はじめる

54 1979 4 月 社福審「在宅老人福祉対策の今後のあり方」答申 国際児童年

55 1980 5 月 「大阪の社会福祉」第300号 10 月 ボランティア活動振興基金設置 4月 「社会福祉研究」創刊号発刊
10 月 社福審「ボランティア活動の推進に関する答申」

56 1981 6 月 市人権啓発推進協議会設置 国際障害者年

57 1982 4 月 在宅老人機能訓練事業開始 3月 市国際障害者年推進会議「長期的展望に立った障
害者対策のあり方について」提言 4月 母子及び寡婦福祉法に改正

10 月 社会福祉研修センター開設 3月 大阪市ホームヘルプ協会事業開始 国連障害者の 10 年はじまる
2月 老人保健法施行

58 1983 2 月 移動入浴車による老人入浴サービス事業開始 12 月 障害者対策に関する大阪市長期計画発表 10 月 社会福祉事業法改正（市町村社協の法制化）
59 1984 6 月 心身障害者リハビリテーションセンター設立 10 月 身体障害者福祉法改正

60 1985 1 月
　 重度障害者入浴サービス事業開始 社会保障制度審議会による建議「老人福祉

の在り方」について
3月 市老人食事サービス連絡協議会発足
5月 あべのボランティアビューロー開設
10 月 虚弱老人援護事業開始

61 1986 10 月 独居老人に「安心べル」の設置をはじめる 4月 年金制度改正（基礎年金導入）
ボラントピア事業（2カ年、国指定）はじめる 1月 老人保健法の改正（老人施設）

1月 長寿社会対策大綱
62 1987 l 月 「おおさかしボランティアNEWS」創刊　 5月 社会福祉士 介護福祉士法公布

3月 ボランティアセンター開設
第 1回ふれあい広場 9月 精神衛生法改正（精神保健法に改称）

7月 地域福祉研究委員会「区・校下社協のあり方について」
提言

10 月 老人福祉センターにて家族介護教室開始
11 月 社会福祉センター供用再開

63 1988 9 月 「大阪の社会福祉」第400号 6月 社福審「大阪市における今後の社会福祉の基本的
なあり方について」答申

8月 大阪市高齢化社会対策委員会設置

9月 大阪市民生委員制度創設 70 周年記念大会・第 43
回大阪市民生委員・児童委員大会

11 月 高齢化対策推進会議（総務庁と共催）開催

平 1 1989 2 月 合区により市内 24 区に 12 月 高齢者保健福祉推進十カ年戦略（ゴールドプラン）の策定
2 1990 4 月 国際花と緑の博覧会でボランティア活動の実施 9月「いきいきエイジング、みおつくしプラン」策定　 国際識字年

在宅介護者のつどい事業開始 6月 老人福祉法等の一部を改正する法律公布（福
祉八法の改正）

3 1991 7 月 大阪市高齢者総合相談情報センター（高齢者無料職業紹
介所併設）開設 6月 大阪市いきいきエイジング懇話会設置 10 月 老人保健法改正（老人訪問看護制度創設）

7月 児童通所ルーム・パル開設 7月 大阪市いきいきエイジング推進本部設置
10 月 市社協 40 周年記念事業 10 月 高齢者地域支援システムについて（報告）
12 月 大阪市緊急通報受信事業実施

（�） № ７ ０ ０２０１３年（平成25年）９月 大 阪 の 社 会 福 祉



認知症サポーター
養成講座の講師役

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
養
成
研
修

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

  
専
門
職
が
高
い
関
心

　
　
　

 
講
演
会「
身
寄
り
の
い
な
い
高
齢
者
へ
の
支
援
」

認知症理解のために

「大井戸端会議」を開催
家族介護者とケアマネジャー

　

年
間
３
回
実
施
さ
れ
て
い

る
「
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

養
成
研
修
」
の
今
年
度
第
１

回
が
７
月
12
日
、
社
会
福
祉

研
修
・
情
報
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
＝
写
真
。

　

こ
の
研
修
は
、
地
域
や
企

業
・
学
校
な
ど
で
開
催
さ
れ

る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
の
講
師
役
と
な
る
キ
ャ

り
、
そ
の
支
援
に
難
し
さ
を

感
じ
て
い
る
介
護
・
福
祉
専

門
職
が
多
い
こ
と
が
う
か
が

え
る
。

　

講
師
は
、
日
本
弁
護
士
連

合
会
の
高
齢
者
・
障
害
者

ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
を
養
成

す
る
研
修
で
、
毎
回
多
数

の
応
募
が
あ
り
、
今
回
も

抽
選
の
結
果
7８
人
が
受
講

し
た
。

　

講
義
は
、
認
知
症
の
人

と
み
ん
な
の
サ
ポ
ー
タ
ー

セ
ン
タ
ー
の
沖
田
裕
子
代

表
が
、
ま
た
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
い
こ
い
お
り
お
の
館

の
吉
田
洋
司
館
長
な
ら
び

に
瑞
光
苑
ケ
ア
プ
ラ
ン
事
業

部
門
の
松
原
宏
樹
部
門
長
が

担
当
し
た
。

　

研
修
後
は
、
各
区
単
位
で

活
動
し
て
い
る
キ
ャ
ラ
バ

ン
・
メ
イ
ト
連
絡
会
に
参
加

し
、
互
い
に
連
絡
を
取
り
合

い
な
が
ら
認
知
症
の
理
解
に

つ
い
て
活
動
を
展
開
す
る
。

　

大
阪
市
で
活
動
し
て
い
る

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
の
活

動
報
告
や
情
報
交
換
の
場
と

し
て
実
施
し
て
い
る
の
が

「
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」
で
あ

る
。
今
年
度
は
３
回
の
実
施

を
予
定
し
て
お
り
、
第
１

回
が
７
月
1８
日
に
開
催
さ
れ

た
。
今
回
は
、「
企
業
向
け

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
の
講
師
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

よ
う
」
と
い
う
内
容
で
８3
人

の
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
が

参
加
し
た
＝
写
真
。

　

講
師
に
は
、
７
月

12
日
に
開
催
さ
れ
た

「
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ

イ
ト
養
成
研
修
」
と

同
様
、
認
知
症
の
人

と
み
ん
な
の
サ
ポ
ー

タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
沖

田
裕
子
代
表
を
招
き

お
こ
な
わ
れ
、
実
際

に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
を
開
催

し
た
企
業
（
銀
行
や
不
動
産

管
理
会
社
）
の
担
当
者
か
ら

「
受
講
し
て
思
う
こ
と
」
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

の
権
利
に
関

す
る
委
員
会

副
委
員
長
で

あ
る
久
岡
英

樹
弁
護
士
。

高
齢
者
を
支

え
る
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
仕

組
み
と
成
年

後
見
制
度
の

説
明
に
続
い

て
、
身
寄
り

の
い
な
い
高

齢
者
の
方
が

日
常
生
活
で

直
面
す
る
で
あ
ろ
う
困
難
に

つ
い
て
具
体
的
な
話
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
実
際
に
高
齢
者

相
談
支
援
サ
ポ
ー
ト
事
業
に

相
談
が
あ
っ
た
事
例
に
つ
い

て
も
詳
細
な
解
説
が
お
こ
な

答
で
は
、
多
数
の
質
問
が

あ
り
、
30
分
以
上
も
講
師
と

受
講
者
と
の
や
り
取
り
が
続

き
、
関
心
の
深
さ
が
う
か
が

え
る
場
面
と
な
っ
た
。

　

受
講
後
の
感
想
で
は
、「
自

ら
の
支
援
を
振
り
返
る
こ
と

が
で
き
た
」「
わ
か
ら
な
か

っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し

た
」
な
ど
課
題
整
理
に
つ
い

て
の
内
容
が
多
く
あ
っ
た
。

　

今
後
も
、
大
阪
市
社
協
で

は
、
高
齢
者
相
談
支
援
サ
ポ

ー
ト
事
業
の
相
談
内
容
に
つ

い
て
一
定
期
間
を
設
け
て
課

題
分
析
し
、
高
齢
者
支
援
の

専
門
職
と
共
有
す
る
研
修
な

ど
を
実
施
す
る
予
定
。

わ
れ
た
。

　

講
演
会
の
最
後
の
質
疑
応

　

講
演
会
「
身
寄
り
の
い
な

い
高
齢
者
へ
の
支
援
」
が
８

月
９
日
、
社
会
福
祉
研
修
・

情
報
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
や
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

な
ど
高
齢
者
支
援
に
関
す
る

専
門
職
１
５
５
人
が
受
講
し

た
＝
写
真
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
大
阪
市

社
協
が
運
営
す
る
高
齢
者
相

談
支
援
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
寄

せ
ら
れ
る
相
談
内
容
が
独
居

高
齢
者
で
身
寄
り
の
い
な
い

方
に
関
す
る
支
援
内
容
が
非

常
に
多
い
こ
と
か
ら
企
画
さ

れ
た
。
具
体
的
な
相
談
内
容

と
し
て
は
、
金
銭
管
理
や
施

設
入
所
、
入
院
の
手
続
き
、

相
続
、
葬
祭
な
ど
法
律
に
か

か
わ
る
行
為
に
つ
い
て
で
あ

　

市
民
向
け
の
認
知
症
研
修

と
し
て
年
間
５
回
シ
リ
ー
ズ

で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
認
知

症
を
理
解
す
る
研
修
」
の
第

１
回
「
家
族
介
護
者
と
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
大
井
戸
端
会

議
」
が
７
月
20
日
、
社
会
福

祉
研
修
・
情
報
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
。

　

家
族
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
お
互
い
の
思
い
を
語
り
合

う
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
大

切
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
互
い
に
「
担
当
の
家
族

さ
ん
」「
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ

さ
ん
」
と
い
う
関
係
に
な
る

と
、
思
い
を
語
り
合
う
と
い

う
こ
と
は
な
か
な
か
で
き
な

い
現
状
が
あ
る
。

　

こ
の
研
修
は
、
互
い
の
思

い
を
十
分
に
語
り
合
う
場
を

提
供
す
る
た
め
実
施
さ
れ

た
。

　

参
加
し
た
の
は
4９
人
、
う

ち
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
15

人
。
参
加
者
は
８
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
テ

ー
マ
に
つ
い
て
の
語
り
合
い

が
お
こ
な
わ
れ
た
。
各
グ
ル

ー
プ
内
に
は
、
互
い
に
担
当

と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
方
が

い
な
い
よ
う
に
配
慮
が
さ
れ

て
い
た
。

　

全
員
が
テ
ー
マ
に
そ
っ
て

話
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
認
知
症
の
人
と
み
ん
な

の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
沖

田
裕
子
代
表
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
に
よ
り
す
す
め
ら
れ
、

話
し
や
す
い
雰
囲
気
を
つ
く

る
た
め
、
各
グ
ル
ー
プ
に
は

大
阪
市
介
護
家
族
の
会
連
絡

会
の
会
員
に
参
加
し
て
も
ら

う
な
ど
工
夫
が
さ
れ
て
い

た
。

　

テ
ー
マ
の
中
に
は
「
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
替
え
た
く
な

る
時
」「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
立
場
と
し
て
、
断
ら
れ
た

ら
シ
ョ
ッ
ク
で
す
か
」
な

 

「
か
み
や
ま
倶
楽
部
」開
設

　
　
　

若
年
性
認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
は
馴

染
め
な
い
こ
と
が
多
く
あ

る
。「
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ア
ク
テ

ィ
ブ
で
な
い
」「
決
ま
っ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
合
わ
な
い
」「
参

加
し
た
い
内
容
が
な
い
」
な

ど
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。

　

か
み
や
ま
倶
楽
部
で
は
、

一
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
、

参
加
者
の
得
意
な
こ
と
や
好

き
な
こ
と
を
中
心
に
本
人
と

ス
タ
ッ
フ
の
話
し
合
い
で
決

　

北
区
社
協
は
、
初
期
の
認

知
症
や
若
年
性
認
知
症
の
た

め
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー「
か
み
や
ま
倶
楽
部
」を
８

月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

若
年
性
認
知
症
や
初
期
の

認
知
症
、
高
次
脳
機
能
障
害

の
方
た
ち
は
、
既
存
の
デ
イ

め
て
い
る
。
そ
し
て
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
区
切
り
で
振
り
返

り
を
お
こ
な
い
、
今
何
を
し

て
い
る
の
か
、
こ
の
後
何
を

す
る
の
か
、
記
憶
を
補
う
た

通
し
て
、
好
み

や
希
望
を
表
現

し
て
も
ら
う
よ

い
機
会
と
し
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
認

知
症
の
原
因
疾

め
の
確
認
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、

昼
食
は
、
み
ん
な
で

作
っ
た
り
、
外
食
や

弁
当
の
購
入
な
ど
を

患
に
合
わ
せ
た
サ
ポ
ー

ト
を
お
こ
な
い
、
認
知

症
の
方
が
一
人
で
で
き

る
こ
と
だ
け
で
な
く
、

他
の
利
用
者
と
共
同
し

　

西
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
高
齢
者
が
利
用

で
き
る
社
会
資
源
の
情
報
発

信
を
積
極
的
に
お
こ
な
っ
て

い
る
。「
西
区
高
齢
者
便
利

帳
」
が
そ
の
ひ
と
つ
で
、
こ

れ
は
職
員
が
高
齢
者
支
援
を

お
こ
な
う
な
か
で
集
め
た
情

報
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
平

成
1９
年
か
ら
発
行
し
、
情
報

更
新
し
な
が
ら
、
今
回
、
第

９
号
を
発
行
し
た
。

　

職
員
手
作
り
の
便
利
帳
に

は
、
西
区
の
介
護
保
険
や
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
そ
れ

ぞ
れ
の
特
色
も
詳
し
く
掲
載

さ
れ
、
高
齢
者
が
手
に
と
っ

て
、
選
び
や
す
く
見
や
す
い

も
の
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
西
区
独
自
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
地
域
の
福
祉
活

動
の
情
報
な
ど
も
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。

　

こ
の
他
に
も
毎
月
１
日
に

は
高
齢
者
情
報
紙
「
西
区
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ

ー
ス（
包
括
レ
ン
ジ
ャ
ー
）」

を
発
行
し
、
タ
イ
ム
リ
ー
で

身
近
な
情
報
を
発
信
し
て
い

る
。
こ
ち
ら
は
、
設
置
・
掲

載
場
所
が
工
夫
さ
れ
て
お

り
、
区
役
所
や
地
域
の
会
館

は
も
ち
ろ
ん
、
郵
便
局
や
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
コ
ン

ビ
ニ
、
喫
茶
店
な
ど
生
活
に

密
着
し
た
場
所
に
設
置
さ

れ
、
情
報
紙
を
見
て
、
セ
ン

タ
ー
へ
相
談
す
る
方
も
増
え

て
い
る
。

　

ま
た
、
夏
場
に
は
ひ
と
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
に
家
族

の
方
が
帰
省
さ
れ
た
際
に
相

談
の
連
絡
が
増
え
て
い
た
こ

と
か
ら
、
ス
ム
ー
ズ
に
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
高
齢
者
世
帯
向
け
に

セ
ン
タ
ー
の
連
絡
先
を
記
載

し
た
Ｐ
Ｒ
用
の
う
ち
わ
＝
写

真
＝
を
配
布
し
て
い
る
。

 

高
齢
者
便
利
帳

 

第
９
号
を
発
行

　
　

西
区
地
域
包
括

　
　

支
援
セ
ン
タ
ー

ど
、
普
段
は
話
が
し
づ
ら
い

こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

よ
い
雰
囲
気
の
な
か
で
と
て

も
建
設
的
な
意
見
交
換
が
さ

れ
た
。

　

参
加
者
か
ら
の
感
想
で

は
、「
本
音
を
話
し
合
う
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」「
家

族
の
方
と
向
き
合
う
こ
と
の

大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ

た
」
な
ど
の
声
が
あ
り
、
こ

れ
か
ら
の
介
護
を
前
向
き
な

気
持
ち
で
捉
え
る
た
め
に
大

切
な
時
間
と
な
っ
た
。

北区社協

て
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て

い
く
よ
う
心
が
け
て
い
る
。

　

今
後
、
地
域
や
企
業
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
と
協
働
し
て
、
地

域
の
清
掃
活
動
な
ど
社
会
貢

献
活
動
や
、
仕
事
に
つ
な
が

る
よ
う
な
活
動
を
進
め
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

　

本
人
が
で
き
る
こ
と
を
見

つ
け
出
し
、
社
会
と
の
つ
な

が
り
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ

て
、
認
知
症
の
進
行
を
少
し

で
も
遅
ら
せ
、
豊
か
な
暮
ら

し
の
一
助
と
な
る
と
考
え
て

い
る
。

　

利
用
日
は
、
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
の
お
お
む
ね
10
時

か
ら
16
時
。
詳
細
の
問
い
合

わ
せ
は
、
北
区
社
協
（
☎

６
３
１
３
・
５
５
６
６
）へ
。
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が
で
き
る
の
か
」
と
い
っ
た
声
を
も
と
に
、

施
設
だ
け
で
な
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
な

ど
地
域
の
参
加
も
得
て
、
ご
縁
の
あ
っ
た
大

分
大
学
の
山
崎
栄
一
准
教
授
の
ご
指
導
の
も

と
、
東
日
本
大
震
災
の
悲
惨
な
状
況
を
ま
の

あ
た
り
に
し
た
施
設
な
ど
の
体
験
に
基
づ
い

た
講
演
会
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
、
今
日

に
至
っ
て
い
る
。

　

第
１
回
講
演
会
は
「
鶴
見
区
に
お
け
る
災

害
時
の
取
り
組
み
」（
平
成
23
年
８
月
31
日

開
催
）、
第
２
回
講
演
会
は
「
知
っ
て
得
す

る
災
害
救
助
法
」（
平
成
24
年
８
月
30
日
開

催
）
と
題
し
開
催
し
た
ほ
か
、
地
域
と
そ
の

地
域
に
所
在
す
る
事
業
者
が
グ
ル
ー
プ
を
組

み
、
互
い
に
防
災
に
対
す
る
認
識
を
深
め
ら

れ
る
よ
う
、
図
上
訓
練
（
平
成
24
年
２
月
15

日
開
催
）
を
お
こ
な
っ
た
。

　

第
３
回
と
な
る
25
年
度
は
、
施
設
な
ど
と

の
連
携
を
強
め
つ
つ
、
こ
れ
を
地
域
と
共
有

で
き
る
も
の
に
し
よ
う
と
、
内
閣
府
の
支
援

事
業
で
あ
る
「
防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ

ン
」
の
第
１
回
と
し
て
、
７
月
11
日
に
「
福

祉
避
難
所
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
た
講
演

会
を
開
催
し
た
。

　

講
演
会
は
、
実
際
に
福
祉
避
難
所
を
運
営

し
た
経
験
に
基
づ
き
、
そ
の
開
設
・
運
営

の
準
備
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
備
え
が
必
要

で
あ
る
か
な
ど
を
学
ぶ
た
め
、
第
１
部
で

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阪
神
高
齢
者
・
障
害
者
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
黒
田
裕
子
理
事
長
に
よ
る

「
避
難
所
に
お
け
る
要
援
護
者
支
援
の
あ
り

方
」、
第
２
部
で
は
仙
台
市
障
害
者
福
祉
協

会
の
阿
部
一
彦
会
長
に
よ
る
「
東
日
本
大
震

災
に
お
け
る
福
祉
避
難
所
」
と
題
し
た
ご
講

演
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
に
続
き
、
９
月
２
日

に
、
高
齢
者
施
設
（
特
養
）
に
お
い
て
福
祉

避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練
を
実
施
＝
写
真
。

　

な
お
、
引
き
続
き
11
月
に
は
、
福
祉
避
難

所
開
設
・
運
営
訓
練
ふ
り
返
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

　

鶴
見
区
社
協
は
、
地
域
福
祉

の
推
進
役
と
し
て
、
こ
の
間
、

地
域
の
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、
発
災
時
に
お

け
る
要
援
護
者
支
援
に
つ
い
て
、
地
域
の
参

加
も
得
な
が
ら
、
介
護
保
険
事
業
所
連
絡
会

の
参
加
施
設
と
と
も
に
、
講
演
会
の
ほ
か
、

施
設
に
お
い
て
福
祉
避
難
所
開
設
訓
練
を
お

こ
な
う
な
ど
、
非
常
時
に
お
け
る
地
域
と
施

設
と
の
連
携
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　

区
社
協
で
は
、「
鶴
見
で
発
災
し
た
場
合
、

わ
れ
わ
れ
は
ど
う
対
応
し
た
ら
い
い
の
か
」

「
施
設
と
し
て
地
域
で
な
に
か
手
伝
う
こ
と

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

地域福祉推進の中核担う

鶴見区社協

生野区

　

互
い
の
強
み
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
「
企

業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
〝
異
次
元
〟
交

流
ラ
イ
ブ
」
が
７
月
24
日
、

淀
川
区
役
所
で
開
催
さ
れ

た
。

　

冒
頭
に
榊
正
文
区
長
が
あ

い
さ
つ
。
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

課
題
の
解
決
に
絡
め
て
、
企

ま
で
ど
お
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
関
す
る
相
談
や
団
体
の
交

流
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
果

た
す
ほ
か
、
新
し
い
市
民
活

動
の
開
発
や
、
多
世
代
で
多

様
な
住
民
の
社
会
的
活
動
へ

の
参
画
の
サ
ポ
ー
ト
、
住
民

活
動
と
企
業
や
Ｎ
Ｐ
О
活
動

　

生
野
区
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

が
８
月
24
日
、
オ
ー
プ
ン
し

た
。
大
阪
市
内
の
区
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
と
し
て
は
東
成
区
、
住
吉

区
に
続
き
３
番
目
と
な
る
。

　

同
日
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
と
題
し
、
生
野
区

在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

ス
ペ
ー
ス
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
。
区
内
住
民
が
気
軽

に
立
ち
寄
り
、
ゴ
ス
ペ
ル
ス

テ
ー
ジ
や
お
化
け
屋
敷
、
段

ボ
ー
ル
迷
路
、
カ
フ
ェ
ス
ペ

ー
ス
な
ど
を
楽
し
ん
だ
＝
写

真
。

　

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
企

業
、
Ｎ
Ｐ
О
に
よ
っ
て
準

備
、
提
供
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
ス

タ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
協
働

の
取
り
組
み
と
な
っ
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ

と
を
認
識
し
、
住
民
と
し
て

の
主
体
的
な
気
持
ち
・
意
識

を
育
む
き
っ
か
け
と
す
る
た

め
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
は
「
絆
・
つ

な
が
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

ド
ラ
マ
仕
立
て
の
内
容
も
収

録
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

撮
影
や
シ
ナ
リ
オ
作
成
な

ど
を
地
域
の
社
会
貢
献
活
動

（
撮
影
）
を
お
こ
な
っ
て
い

る
写
真
家
や
専
門
学
校
が
協

力
。
出
演
者
は
、
地
域
で
暮

ら
す
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、

障
が
い
の
あ
る
住
民
た
ち
。

数
日
間
の
ド
ラ
マ
撮
影
の
ほ

か
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
手
話

通
訳
の
撮
影
な
ど
を
加
え
、

現
在
、
編
集
作
業
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
完
成
後
、
地
域

の
防
災
訓
練
や
福
祉
教
育
の

教
材
と
し
て
の
活
用
が
期
待

さ
れ
る
。

　

９
月
７
日
に
阿
倍
野
区
役

所
で
開
催
さ
れ
る
「
あ
べ
の

愛
♥
ま
つ
り
」
で
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
メ
イ
キ
ン
グ
映
像
と
完
成

試
写
会
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

全
14
地
活
協
の
実
務
者
・
若

手
活
動
者
ら
43
人
が
参
加
。

　

交
流
会
で
は
、
り
そ
な
総

合
研
究
所
の
藤
原
明
氏
に
よ

る
講
義
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
支
部
か
ら
活
動
事
例
の

紹
介
・
住
民
意
識
調
査
の
報

告
が
さ
れ
、そ
の
後
、６
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
協
働
に
よ

る
課
題
解
決
策
を
探
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
体
感
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
を
動
機
づ
け

と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
支
部
と
区
役
所
が
、
各

地
活
協
単
位
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
「
地
域
編
集
塾
」
の
開

の
主
体
的
な
参
画
を

も
と
に
、
具
体
的
な

地
域
福
祉
活
動
を
実

践
し
、
区
地
域
福
祉

行
動
計
画
を
推
進
し

て
い
る
。

　

今
年
度
は
、「
災

害
に
備
え
て
～
向
こ

う
三
軒
両
隣
小
さ
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
～
」
を
推
進
す
る

た
め
、
平
常
時
の
つ

な
が
り
を
テ
ー
マ
に

　

阿
倍
野
区
で
は
、
区
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
と
区
社
協
が

合
同
事
務
局
と
な
り
、
区
民

防
災
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
制
作
に
取
り

組
ん
で
い
る
＝
写
真
。

　

東
南
海
・
南
海
地
震
が
高

い
確
率
で
発
生
が
予
測
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
集
中

豪
雨
な
ど
に
よ
る
都
市
型
の

災
害
な
ど
も
頻
発
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
防
災
対
策
を
早

急
に
講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

災
害
時
の
支
援
に
あ
た
っ

て
は
、
地
域
に
お
け
る
平
時

か
ら
の
つ
な
が
り
と
支
え
合

う
関
係
づ
く
り
が
不
可
欠
で

あ
り
、
互
い
に
他
者
の
支
援

が
必
要
な
状
況
を
理
解
し
非

常
時
に
支
え
合
う
た
め
に
地

域
住
民
一
人
ひ
と
り
が
協
働

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ

催
を
提
案
・
推
進
し
て
い
る
。

　

そ
の
第
１
号
と
し
て
、
８

月
８
日
、
21
日
に
開
催
し
た

敷
津
浦
地
域
で
は
、
２
日
間

で
の
べ
８1
人
が
参
加
。
１
日

目
に
、
地
域
の
未
来
像
と
現

が
重
要
で
あ
る
と

協
働
を
考
え
る
う

え
で
の
考
え
方
に

ふ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
田

辺
三
菱
製
薬
株
式

会
社
の
高
橋
友
則

さ
ん
か
ら
、Ｃ
Ｐ

（
脳
性
ま
ひ
）
サ

ッ
カ
ー
チ
ー
ム

「
大
坂PAZ
、」

と
地
元
中
学
校
と

の
協
働
事
例
が
報

業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
力
の
必
要
性

が
話
さ
れ
た
。

　

第
１
部
で
は
大
阪
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
よ
り
、
地
域
自
治
の
あ

り
方
が
変
化
す
る
中
で
企
業

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
す
る
期
待
感

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、

大
切
な
こ
と
は
信
頼
を
ど
う

築
い
て
い
く
か
、
そ
の
た
め

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ギ

ャ
ッ
プ
を
埋
め
て
い
く
こ
と

　

住
之
江
区
で
は
、
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
支
部
と
区
役

所
が
、
区
全
体
で
地
活
協
が

集
ま
る
機
会
を
設
定
し
、
続

い
て
地
域
別
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
す
る
と
い
う
流

れ
で
、
地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
た
「
話
し
合
い
の
場
づ

く
り
」
を
す
す
め
て
い
る
。

区
内
す
べ
て
の
地
活
協
の
交

流
・
学
習
の
場
と
し
て
、
７

月
６
日
に
開
催
し
た
「
地
活

協
実
務
者
交
流
会
」
に
は
、

　

区
社
協
で
は
、
こ
れ
ら
の
講
演
会
・
防
災

教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の
開
催
を
と
お
し

て
、
施
設
関
係
者
・
各
地
域
の
連
携
を
よ
り

深
め
、
発
災
時
の
想
定
、
要
援
護
者
の
避
難

訓
練
、
施
設
に
お
け
る
福
祉
避
難
所
開
設
・

運
営
訓
練
を
さ
ら
に
充
実
す
る
よ
う
に
目
指

す
と
と
も
に
、
各
地
域
で
開
催
さ
れ
る
防
災

訓
練
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

（
鶴
見
区
社
会
福
祉
協
議
会
）

告
さ
れ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
心
が

ひ
と
つ
に
な
り
、
そ
の
裏
側

に
あ
っ
た
配
慮
や
準
備
、
社

員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
、
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
も
ふ
れ

ら
れ
た
。

　

第
２
部
で
は
、
ま
ず
各
参

加
団
体
の
「
15
秒
Ｃ
Ｍ
」
が

一
巡
し
、
和
ん
だ
雰
囲
気
に

な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
企
業
・

団
体
が
入
り
混
じ
り
９
つ
の

グ
ル
ー
プ
で
交
流
が
お
こ
な

わ
れ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
「
強

み
」
を
可
視
化
し
、
互
い
に

共
通
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
探

し
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

企
画
を
考
え
る
と
い
っ
た
内

容
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
進

行
さ
れ
た
＝
写
真
。

　

そ
の
結
果
、
自
身
の
団
体

の
地
域
貢
献
活
動
を
加
速
さ

せ
る
、
あ
る
い
は
地
域
課
題

の
解
決
に
結
び
つ
く
24
の
協

働
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
た
。

　

こ
の
ア
イ
デ
ア
が
カ
タ
チ

に
な
る
よ
う
、
淀
川
区
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
支
部
で
は

地
域
と
の
橋
渡
し
も
含
め
サ

ポ
ー
ト
を
お
こ
な
っ
て
い

く
。

訓練や教育教材に

「防災ＤＶＤ」制作

阿
倍
野
区

淀
川
区

住
之
江
区

新たな地域コミュニティ支援事業
異次元交流ライブ、地域編集塾など多様に

状
を
語
り
合
い
、
明
ら
か
に

な
っ
た
課
題
に
対
し
、
２
日

目
に
解
決
策
を
話
し
合
っ

た
。

　
「
若
い
世
代
が
参
加
し
や

す
い
よ
う
、
気
軽
な
手
伝
い

や
体
験
な
ど
か
ら
呼
び
か
け

て
は
ど
う
か
」「
学
校
で
肝

試
し
大
会
を
し
た
い
」
な
ど

積
極
的
な
意
見
交
換
が
展
開

さ
れ
た
。
参
加
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
対
す
る
思
い
や

考
え
を
主
体
的
に
発
信
し
、

そ
れ
ら
を
整
理
・
共
有
す
る

こ
と
で
、
新
た
な
課
題
解
決

の
可
能
性
を
実
感
す
る
場
面

と
な
っ
た
。

　

今
後
、
住
之
江
区
で
は
、

企
業
・
Ｎ
Ｐ
О
の
交
流
会
も

予
定
し
て
お
り
、
各
地
域
で

明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
に
対

し
、
多
様
な
強
み
を
結
び
つ

け
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
る
。

市
民
活
動
に
関
す
る
書
籍
や

情
報
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
日
も
親
子
連
れ
を
中

心
に
多
く
の
区
民
が
「
ま
ち

の
え
ん
が
わ
」
を
訪
れ
、
癒

し
の
ひ
と
時
を
楽
し
ん
だ
。

生
野
区
に
お
越
し
の
際
は
、

是
非
、
お
立
ち
寄
り
を
。

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

な
ど
も
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
開

所
に
と
も
な
い
、
入
り
口

左
側
に
休
憩
コ
ー
ナ
ー

「
ま
ち
の
え
ん
が
わ
」
が

設
け
ら
れ
た
。

　

吹
き
抜
け
の
ロ
グ
ハ
ウ

ス
の
よ
う
な
趣
の
あ
る
建

物
は
、
誰
も
が
立
ち
寄
っ

て
交
流
が
で
き
る
よ
う
、

 

多
彩
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　
　

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
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③視点３・４
地域福祉活動をすすめるための大切な視点地域福祉活動をすすめるための大切な視点

③視点３・４

健康長寿社会にチャレンジ！
特定非営利活動法人  大阪府高齢者大学校

▷⓰◁

　大阪府高齢者大学校（以下、
高大）は、５周年目を迎えた今
年度、全53教科2154人の受講生
を、さらに地域密着型の大阪区
民カレッジを立ち上げ77人を、
また、社会貢献事業として東日
本被災者支援大学校を立ち上げ
11人の受講生を迎えました。
　まず私たちは、｢仲間と一緒
に楽しみながら学習し｣、｢何よ
りも自らと仲間の趣味を大切に
し｣、｢その趣味を仲間と共に深
め、更に拡げて外部の人と一緒
に楽しみます｣。｢地域の街づく
りを行政、市民などと協働して
実施します｣。｢私たちは活動を
通じて、自らの健康づくり・生
き甲斐感の充実を図り｣、｢シ　

〒540-0006
住所　中央区法円坂1-1-35
　　　アネックスパル法円坂（大阪市教育会館）
Tel  06-6360-4400　Fax  06-6340-4500
HP   http://osaka-koudai.com

　ニア世代の責任として地球環
境に積極的に取り組みます｣。
これは高大が高齢者のための高
齢者によるＮＰＯ高大の運営を
めざしていくことの大きな意義
を持つものと思います。
　本年度の主な運営方針は次の
とおりです。
①東日本被災者支援大学校実行
　委員会を立ち上げ、受講生の
　皆さんと被災者・被災地と直
　結した活動を推進してまいり
　ます。
②大阪区民カレッジを開設し、
　地域に密着した一年間の学習
　プログラムを推進します。
③関西広域連合内シニア大学校

　交流会を推進し、生涯学習の
　幅広い更なる向上をめざした
　活動を展開してまいります。
④アクティブシニア政策勉強会
　の推進、シニア子ども活動基
　金による社会貢献事業の推
　進、などなど。
　新たな出会いを大切に、楽し
く仲間づくりを通じて元気に学
習をおこない、身の丈にあった、
少しでも社会に役立つ社会参加
活動を展開していきたいと思い
ます。
　平成26年度も当大学校に5９科
目の講座、約2500人の受講生を
募集、また東日本大震災関西地
区在住避難者を無料で募集いた
します。

大阪市社協 _広報誌広告　120㎜×65㎜ A

介護ベッド、リハビリ用品等、
各種福祉用具のレンタル・販売から、
毎日を活動的で楽しく快適にする商品を
多数取り扱っています。

お電話１本で専門スタッフがすぐに伺います。

背上げらく
腹部圧迫が
少ない!

●健康福祉プラザ助さんたくさん　
●メディカル大阪中央営業所
●メディカル大阪営業所

072-858-8565
072-887-6551
06-6353-1211

●メディカル大阪南営業所
●メディカル大阪池田営業所
●メディカル大阪西営業所

06-6703-5641
072-753-4091
06-6556-3566

専門スタッフがすぐに伺います。す。す
072-858-8565
072-887-6551
06-6353-1211

●メディカル大阪南営業所
●メディカル大阪池田営業所
●メディカル大阪西営業所

06-6703-5641
072-753-4091
06-6556-3566

電動車いすP320

つえホルダー付き

操作しやすい
コントロール部。

（つえは別売）

シートベルトが身体を
しっかりサポートします。

デモも可能です！

あな
たのニーズに

お応えします
他に
もい
ろいろ

満充電時連続走行距離は約12km。　
介護保険利用者負担額 月額 980円
購入価格 260,000円（非課税）

介護 レンタル

一般 レンタル

介護保険利用者負担額 月額 1,200円から　
介護軽減 背上げらくベッド（2モーター）

↙

↘

　平成25年３月に策定した「地域福祉活動をすすめるための大切な
視点」（以下、大切な視点）では、地域福祉の理念と、これまでの各区・
地域での実践をふまえ、大切にしたい視点を６つにまとめました。
今回は視点３・４を紹介します。

視点３：多様な人・組織の強みをいかした活動参加と協働をすすめる
〔市民活動・ボランティア活動〕
　多様な個人、企業やＮＰＯなどの組織が、それぞれのもつ特性を
いかして、地域とつながり、互いの強みをいかした協働を生み出す
ことによって、相互に補完しあいながら、住民ニーズをキャッチし、
それに対するアクションを多彩に展開することができます。有償活
動、ビジネス手法の活用など、その手法も広がっています。
＜具体的な取組み事例＞
○個人・団体による福祉・環境・地域活性化など各分野の活動
○企業、ＮＰＯ、地域団体などが協働するための交流の機会づくり
○公的サービス対象外の困りごとを支える有償ボランティア活動

視点４：福祉の心を育み学びの場をつくる 
〔福祉教育・ボランティア学習〕
　子どもから大人まで、一人ひとりが尊重され、地域で誰もが排除
されることなく共に生きるための福祉の心を育む機会を重ねること
は、福祉課題への関心を高め、担い手を発掘・育成し、活動を活性
化することにつながります。そうした学びの場面を継続することが、
住民が主体となって地域の福祉課題を協働で解決する土壌をつくり
ます。
＜具体的な取組み事例＞
○ボランティア活動を身近に感じてもらうための体験プログラム
○学校や企業での障がい当事者による講話・交流や福祉体験学習
○地域活動の担い手を対象にした福祉課題に関する研修会

　次回は「地域と社会福祉施設・福祉サービス事業者との交流と連
携を強める」「災害時に誰も取り残されない地域をつくる」を紹介
します。

〈問い合わせ〉大阪市社協　福祉部　地域福祉課
　TEL０６-６７６５-５６０６　　HP　http://www.osaka-sishakyo.jp/

Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
特
別
配
分

　

対
象
・
大
阪
府
内
で
福
祉

ま
た
は
福
祉
に
関
連
す
る
保

健
・
医
療
・
教
育
分
野
の
活

動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
団
体

が
実
施
す
る
年
末
・
年
始
の

時
期
に
特
有
な
福
祉
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
事
業
（
経
済
的
等

の
理
由
の
た
め
に
生
活
に
困

難
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
年
末
年
始
の
時
期
を
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
の
で
き

な
い
人
、
ま
た
は
こ
れ
に
準

じ
る
状
況
に
あ
る
と
本
会
が

認
め
る
人
を
対
象
に
実
施
す

る
福
祉
事
業
を
い
う
）
▼

配
分
額
・
50
万
円
を
限
度
額

と
し
、
補
助
率
は
９
／
10
以

内
▼
募
集
期
間
・
９
月
２

日
～
30
日
。
詳
し
く
は
大
阪

府
共
同
募
金
会

（http://
www.akaihane-osaka.or.jp

「
赤
い
羽
根
お
お
さ
か
」）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
▼
申
し
込

み
、
問
い
合
わ
せ
・
大
阪

府
共
同
募
金
会
事
務
局
〒

５
４
２
‐
０
０
６
５
大
阪
市

中
央
区
中
寺
１
‐
１
‐
54
☎

06
‐
６
７
６
２
‐
８
７
１
７

　

寄
付
金
配
分
施
設
な
ど
の

訪
問
～
あ
な
た
の
寄
付
が
役

立
て
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を

訪
問
し
ま
せ
ん
か
～

　

大
阪
府
共
同
募
金
会
で

は
、
役
員
・
評
議
員
で
構
成

す
る
調
査
指
導
部
会
活
動
と

し
て
、
毎
年
、
配
分
を
受
け

た
施
設
、
団
体
、
社
会
福
祉

協
議
会
な
ど
を
訪
問
し
、
共

同
募
金
の
活
用
状
況
の
調

査
、
住
民
へ
の
公
表
な
ど
の

指
導
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。

　

赤
い
羽
根
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

「
は
ね
っ
と
」で
大
阪
を
含

め
た
全
国
の
配
分
事
業
を
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
大
阪

府
共
同
募
金
会
で
は
『
も
っ

と
知
り
た
い
知
ら
せ
た
い
』

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し

て
、
寄
付
者
で
あ
る
市
民
の

み
な
さ
ま
に
も
っ
と
配
分
事

業
を
知
っ
て
い
た
だ
こ
う

と
、
今
年
も
こ
の
調
査
指
導

部
会
活
動
に
同
行
参
加
さ

れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
大
阪
府
共

同
募
金
会
（http://www.

akaihane-osaka.or.jp

）を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

◆

　

国
際
セ
ミ
ナ
ー
「
地
域
福

祉
を
担
う
新
た
な
福
祉
～
英

国
福
祉
系
社
会
的
企
業
『
ト

パ
ー
ズ
』
の
実
践
か
ら
学
ぶ

～
」

　

新
た
な
地
方
自
治
の
担
い

手
と
し
て
注
目
さ
れ
る
社
会

的
企
業
「
ト
パ
ー
ズ
」
の
取

り
組
み
を
紹
介
。
行
政
と
民

間
福
祉
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
、
介
護
予
防
や
ニ
ー
ズ
把

握
の
手
法
で
の
日
英
比
較
を

通
し
、
地
域
福
祉
を
考
え
ま

す
▼
日
時
・
10
月
11
日
午
後

２
時
～
４
時
30
分
▼
参
加
費

・
無
料
▼
定
員
・
１
０
０
人

（
先
着
順
）
▼
会
場
、申
込
、

問
い
合
わ
せ
・
大
阪
市
社
会

福
祉
研
修
・
情
報
セ
ン
タ
ー

〒
５
５
７
‐
０
０
２
４
西
成

区
出
城
２
‐
４
‐
20
☎
06
‐

４
３
９
２
‐
８
２
０
１

　

募
集
◆
◆
◆

　

助
成
金
◆
◆
◆

東
日
本
被
災
者
支
援
大
学
校　

Ａ
Ｂ
Ｃ

放
送
の
三
代
澤
康
司
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー　

（
中
央
）も
参
加
し
た
交
流
会　
　
　
　

掲載希望の施設・法人はご連絡ください掲載希望の施設・法人はご連絡ください
　

本
号
の

「
ち
ょ
っ

と
の
ぞ
い

て
み
ま
せ

ん
か
？
」

は
休
載
し

ま
す
。
こ

の
コ
ー

ナ
ー
で
は

21
年
度
か

ら
、
児
童

や
高
齢
、

障
が
い
、

生
活
保
護

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
お
こ
な
っ
て
い
る
法

人
・
施
設（
大
阪
市
児
童
福
祉

施
設
連
盟
・
大
阪
市
保
育
所

連
合
会
、
大
阪
市
老
人
福
祉

施
設
連
盟
、
大
阪
市
生
活
保

護
施
設
連
盟
、
大
阪
市
地
域

福
祉
施
設
協
議
会
、大
阪
市

障
害
児
・
者
施
設
連
絡
協
議

会
に
加
盟
し
て
い
る
施
設
が

中
心
）
な
ど
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

主
に
、
地
域
住
民
と
の
交

流
や
住
民
に
向
け
て
専
門
性

を
い
か
し
た
取
り
組
み
、
地

域
支
援
機
関
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
る
具
体
的
な
取

り
組
み
を
紹
介
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
50
法
人
・
施
設
の

取
り
組
み
を
掲
載
し
て
き
ま

し
た
。

　

社
会
福
祉
法
人
を
は
じ
め

と
す
る
施
設
・
事
業
者
な
ど

と
地
域
が
、
互
い
の
強
み
・

特
性
を
い
か
し
て
地
域
福
祉

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
地
域
社
会

と
と
も
に
歩
む
施
設
・
事
業

者
を
め
ざ
し
、
地
域
社
会
に

お
け
る
福
祉
推
進
の
一
環
と

し
て
、
よ
り
積
極
的
に
地
域

の
多
様
な
福
祉
ニ
ー
ズ
へ
対

応
し
て
い
く
こ
と
や
良
質
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

は
も
と
よ
り
、
公
益
的
な
取

り
組
み
で
あ
る
地
域
貢
献
活

動
な
ど
に
も
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
、
引
き
続
き
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。
掲
載
を
希
望
す

る
法
人
・
施
設
の
関
係
者

は
、
市
社
協
福
祉
部
地
域
福

祉
課
（
☎
06
‐
６
７
６
５
‐

５
６
１
０
）
ま
で
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

（�）№ ７ ０ ０ ２０１３年（平成25年）９月大 阪 の 社 会 福 祉


